
一r 一 .－ 一一

！
ー

１
１
１ゥ垂晒．~，｡

ｒ

Ｌ

Ｄ

Ｆ

卜

’
，

今”

Ｉ

－

ｌ
ｌ
ｉ

ひ

&，

早

ﾄｰー

■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■

咽
囲
阻
一
一

夕〃3



－

● 1

k

⑨

P

“
マ
ロ
ロ
ロ
ロ
■
■
ロ
■
■
■
■
■
▽

L

|h

』l1
L



－

く
－－

車

ー~可－－－ 一一一

｛
｡

聾
溌
を

せ
－
Ｊ
Ⅷ
パ
雲
毒
し
息
沢
か
り
胸
倉
１
Ｊ
巡
乃
砿
物
１
１
（
の
、
て
ぎ
急
に
今
ａ
ｊ
ハ
《
誕
喰
Ｙ
‐
謝
画
王
》

勺

Ｐ
子
嗜
儒
〃
も
面
い
歌
也
胤
恥
帆
鋤
舸
な
ｈ
州
剛
肥
乃
喧
胸
Ａ
Ｉ
薮
鴬
人
娠Ⅱ

。

・
壷
■
事
。
」
だ
△
ず
。

｛
、
ノ
ュ

Ｉ

、

“
１
１
１
０
⑥

と
か
毎
魂
測
を
ゑ
ふ
『
さ
”
も

列
シ

シ

歓
鷺
良
金
縁
蕊
』
ず
、

・
〆

Q （●

ヴ

リ

で
器
，

吐
司
グ

、

I
■

L

空
筐
‐
〆
Ｌ

ｌ

■
０
０

Ｆ

Ｉ

１

つ
″
″
。
■
口
、

●

P

■

’
一

戎
形
洋
，
需
罰
ｒ
、

勤
少
卜、

＝

f

b

l

齢

’ノ
ム
Ｉ
Ｉ
ｎ
や

1

、 － －－－－』 一 一 一 一垂 一 ･ 一三一



恥

今

一

一
一
，
垂 番エ

－

Ｉ

－弩－－

抄
歯
侭
脈
勃
禽
感
Ｙ
ｆ
岬
必
妙
の
小
渕
″
一

ノ
″

Q

'

八
鰍
を

；
１
事
讓
、

ひ 手
X

一
矛
、
‐

、
衣

’
1

』
伽
Ｍ
ｆ
ｉ
ｈ
ｖ
ぅ
参
八
ハ
〃
望

一
寺
、
に
Ｉ
卜
に

私
岬
昨
継
了
初

〃
Ｉ
副
栩
啄
冬
念
ゐ
、
中
１

；
４
れ
粘
〃
妙

漁
帰
襲
炎
生
を
鮮
談
一
ｈ
１
粒

多
才
‐
わ
恥
今

を
１
。
…
§
可
ィ
ｆ
ｆ

鯵
に
、
ｆ
ら
ａ
・

争

弘
蜜
？
職
竺
乃
１
門
ん
城
う
施
趣
γ

髭 ゼ
善
蒙
り
り

殆
咳
ｗ
ｊ
靴
靹
３

』

繩
一
陰

■
亀 う

帝
”
i

ｖ
ｊ
ｒ”や

↓
を

筵
皐甚
脈
戯
吋
〃
牡
Ｉ
、
ｊ

①

施
主
↓
、

八
階
蕊
職
ノ

職
『ざ吟

形
朏
吋
杢
彦
や
旬
ノ
、
１
斗
》
川
似
た
〆
一
〉
“
７
沙
毎
》
一
寸
〃
し
Ｌ
１
ｐ
ｆ
Ｌ
ｗ
ｖ
ｉ
《

わ
ノ
く
Ｌ
紛
嘘
尋

＝■

．
猟
す
’

’
二
”
、
ｎ
Ｌ
Ⅱ

寺

を
斑
〃
く
さ
ｔ
血
弓
Ｌ

凸
「

人
＃
・
Ｙ
刎
帆
や
？
’
～
、
」

恥
ｗ
ｌ
く

の
謡 蓮

,

Ｉ
卜
人
凹
豆
込

Ｄ
Ｂ

F1

、

〆､

そ徒 ｚ
ｆ
郷
姫
バ
ー
‐
１
１
げ
ｚ
ｂ
Ｋ
Ｌ
“
ｌ
、
Ｋ
ｆ
慰
月
、

６

L

吟
艇
を
イ
麓
乃

心

Ｌ
ｑ
、

か
す
ｙ

も
Ｌ
ク
ヤ
４
７
↑
、
鵬

ｌｊ

ｌ
Ｄ
ｊ
ｕ
、
Ｉ
■
▼

1■

聖
エ
リ
晶
陥
吻
唾
仰
哨
、
ザ

h

を
1b

ll7腿
乃
心
１

k

（冊
６
１
』
ぬ
、
、
‐
『

I
Iｆ

賂
り
ゆ

｛
仇
勝
也
１

、

u

1
口

q’か
夢
タ

イ,.｡’
）

■

』』11iR1

L

》
申
し
隼
郡
解
ざ

堪
加
術
蜂
３
易
開
靭
§
琴

、
ノ
の

、

ー

１

Ｊ
日
日
■
■

乃 今
｜
仏
ソ
？
ｔ

一

句

、

ｊ
４
１

1

魁、

ｒ
■
ｊ
ｊ
ａ
Ｉ

Ｊ
ｐ
ｒ
ｑ
ｊ
ｌ

､、｡,

ﾛ
一

1
一

‐‐ 一・一 一一＝戸 . － ゞ -, -.-‐一－'一･ﾛ■U■■■■■’ - -. - -- - 、‐ －



Ｉ

む ･

↑
翼
つ
勿
Ｌ
鼻
、
〃
辱
く
さ
ん
～
，
脚
囎

~名

や蔓『§ ，

》

渉：■

国

例
り
い
ｊ
仰
の
揃
一
娘
Ａ
Ｗ
Ｉ
ｊ
知
紗
１
Ｊ
陽
凧
４
１
の
ハ
セ
岬
ｊ
，
Ｉ
Ｉ
編
基
Ｉ
緋

、

峰
燃
１
３
、
州
凧
Ｉ
ｉ
１
，
私
～
ノ
ｉ
、
ｒ
ｂ
毛

ｉ
ｉ
緋
り
ｒ
も

紗

１
Ｊ
排
肌
う
ｊ
八
ｒ

争
え
戒
へ

ゑ
う
八
あ

夕
、
ｋ
〃
ろ
７
伽
い
ｆ
Ｌ
－
ｊ
ハ
の

ｒ
Ｌ
拡
フ
後
を
ｙ
掌
壬
ワ
を
～
っ
１

条
小

豪
、
忌

矛

溌
叫
Ｉ
。
参
岬
勉
＃
Ｉ
喝
イ
ム
ハ
ざ
″
夢
聖

像
信
２
馳
・

鍋
、●
ｈ
叩
Ｊ
１
〃
《
ｂ
廷
心
－
１
〃
眠
咽
姑

吸

お
，
舟
爪
鯵
ｉ
ｆ
を

紺
号

溌
融

嫡

／
，
柄
払
い
〃
砲
／
、
ｆ
ｊ
ｈ
ｖ

ノ
〃
ｆ
吟

吟

Ｌ

ご

■
■
ｒ

ｈ

Ｊ

１

期
、

嘘
心
／
・
ｉ
’
、
、
上
’
尋
ｒ
，

“
曲
面
咽
『
；
轆
蜘
，
』
峰
碇
妙
坤
ｉ
Ｅ
７

４

嫡
鰄
１
７
僻
斯
砂
ｒ

察
冷
負
崎
Ｉ
Ｉ
Ｌ
方
Ｉ
ｚ
側
や
蓬
嫡
獅
の
も
似
い
ハ
恥
心
鰯

一
》
聖

ｌ肋
陥
れ
Ｉ
３
ｉ

美
雪
一
二
一
四
『
囚
ｂ
ニ
レ
Ｌ
》
し
殖
■
。 、

虜
ｅ
９

９

斗
鋤

砂
臘
Ⅷ
ｎ
下
川
難
Ｌ
〃
し
う
お
１
１
１
包
馳
ヴ
ハ
踊
孟
縦
卜
ｋ
ｒ
聾
噂
可
凋
盟

一
戸

剣
４
ｔ
己

の
ｉ
″
Ｖ
瑚
鯲
榴
Ⅲ
１
９
ケ
，
ん
向
吻
侃
イ
ｋ
け
ｙ
爪
Ｗ
ル
ワ
ー
１
１
１
″
ｉ
細
糾
叩
ｔ
４
仇
甜
聯
鷺
４
戸

戯
胆
ざ
が
１
１
、
、
’
１
響
臓
、

銑
切
、

Ｌ
イ
１
１

，
．
江
に
い
あ
６
４
〃

V

＃

臥
的
ｎ
Ｊ
咽
の

、
志

I

心、

■
且
■

涙
ｌ
グ

ー
、

な、
4 b彗

可

亀
協
肌
ｇ
し
久
乃

ｆ Ｊ

1
も眺

那
暴
珍

』

ｈ
巴

１

１

己
も
口
■
可

Ｉ

輔
か
砦
を
易
矧
且
り
ぐ
な

一 －

少
″
上
よ
座
り
，
Ｊ
１

’

１
１

）
り

’、
fO

1 4

ふ
い
知

､

１
６

榎
Ｆ
亮

ハ

----..･ﾛﾛn-一I‐ －－ ､‐ ‘＝－－ _‘ － －． ‐ ‐■ ■---.1111IlIIIlI- ･＝-’ ・‐一一一 一
■h■▲一・－ ‐



■

－ －

'一一弓 dF

Ｑ

二

‘

IF

、
遭
ｔ

船
鵬
峨
″
１
１
４
あ
り
服
ｙ
伽
撒
１
↓
胸
公
年
１
１
６

セよ
毛

ヶ
７
心

み
の
ん
仰
‐
と

ｆ
や
く
耐
よ

を

つ
唾

L一
一

と惨
と 夕

人
輯
ヤ

､事』 国U) 仇［』

，

卜
Ｌ
も

嘩
凡
、
皿
郵

P

ｰ ７
ク
ー

藤

里 '？
》、

脱
』
隆
ら

到
捌
ｊ
■
「
ザ

沙〆､
槌 (、

（
季 』

多
b

ク ワ
座箪 ハ 、｡『

等 と

ユ
I

4

巳

ま
K

や
ｙ
７

？ 《 ，
。

3丑
式
γ
、

幸

上、

L

ｈ

、
〃
ｑ
■

［
．

、路
３
〃
ｐ
』

＜ 1

矛を ｲ'’ l,

U

1

１
1

世

ｂ
Ｐ １

１ 〃、b
q〃

Uロ 卜
‐
吟
く
‐
〃
船

ず

恥
蜥
４
－
や
口
。
、

１日

７

１
１
１
１
．

１

９

|，

--.-.~~W-ヨー一一一 ＝~



－－ －

’
。

I

八
Ｖ
協
札
ふ
拠
柵
し
４
ｉ
１
脚
刷
り
水
や
渡
し

鯏
猟
搦
離
伽
鞭
胤
ｙ
ｖ
ｒ
芝
Ｉ

逼

；
り

、
ふ
か

恥
捗
Ｉ

健含､/フ腸
Ｌ
蜜

で1助
也
診
仏
紛

１Ｊ
ワ

裟
悪
碁

ろ
妙
遮
を
皇

ハお堅
Ｖ
ｌ
ｊ

〈
’
歩
Ｌ
那
叩

じ

訊
鴻一
碗

ｒ
』
齢
粂
吟
豆 “

！
‐
ｒ
‐

猿
昨

と

壱

■

1

ユ、

罫、忍 ⑥

の
＞

0

β、

ユ匙．
、◎

忍 守
誹
診
た
妙
肺
乃
那
夢
〃
ぎ
う
も
お

Ａ
Ｗ
ｆ
従
い
服
抑
蜥
叩
の
強
の
〃
卿
仙
を
ざ
ぞ
く
鵬
令
Ｌ

ｊ
〃
ｂ
、、

⑪ の

ｌ

ｂ
″
、
″
Ｏ
ｊ
Ｊ
Ｂ
■
、
囚
１

７
９
１
１
日

■

を
＞

処
彰
併
Ｙ
Ｐ
Ｊ
ｋ
ｂ

、

約 ■
■
ロ
、
■

■
、
、

Ｌ
』
■
Ｆ
１
■
ｑ
ｑ
Ｊ
『

d

q

L

Q

’

V"人
ぺ

艶
Ｊ
戸
口
唾 ；

ヴ

ご ゐ

１

１
１

I

α》

P

.= -－ご画



■可 、n"承画
一

無心等n=4,J

－

一

〃

一

二一
戸
二
一
更

一一

｡

倉-‘､--少
戸

壷一 戸
一

』▲△ー

ー

健司ふ。 Drいごミ ｒ

要
込

一
戸
ゴ
ー

-、巽戸〃 ．,．I

コ タ

ニ

ー

ー

ーP

心 鰯。
－

0

一一■

-嘩奄j－を』 や･型一分～
負等､と､‘~，

一 一L

--.句刃
ー

縦一念心蕊S零､>-‘州や、包謹簿蕊翠､畢含､･亀心餐､，へ炉
１
１,､pm,S,-g 聖も

宮、 食－－急命e一考､’ラ､尋§
、

今言を､4 食ぐ､鶴 篭到
［
」

ゐ吋剖
_三

～ 吟一二

1
1

樫、鋼 、
I

QA)御製ぷ I

堂隼建騨S響闘 泡
、『、窃・、 や隈一

令
甲 鰯

－
F

１
１
Ⅱ
０
．
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
ｈ
日
、
ｒ
Ⅱ
１
日
■
且
■
■
且
Ｕ
Ｂ
且
■
■
■
■
■
Ｐ
ｕ

ｰ

理｡→､劇筆挙

画
ｐ
ｂ

韓
藷

』
』

耀
呼
釦鞠吋

ロ
シ

ー

〆
《
一
Ｇ
崇くう

像〆
へ一

》

一
〃
ｒ
《か

》

小

榊

紳

岬

埜

’

､

9

｜

■■

I
－ハ且a… ‐－－－－



I

'）
畠 伝

由

蕊 砧巴

や 4

ざ
I

I
一
口 郁

！
、 D、

１
心

と シ、I

と
。

乱
１
１

Ｐ
Ｌ
■
ｒ

'
皿
１
，

１
■
Ｌ
■
戸
Ｏ
Ｌ§

1

｡ ‐

1 1
、

》ヨ、
。

基 句

》、 Ｉ 》、や
ー

の

ユ典
４
わ
ツ
か
叔
仏
脇
聖
い
つ

、
日
夕
』

0

零 、

WI

I I

、

q

lを
、

■

１
１
町

L

＆ '、⑤
ノ

1

1 I
７

一
一A一



一

｜
布
Ｌ
畳
乏
外
分
卵
を
鎖
小
；
乃
豚
喋
腱
鍬
Ｙ
蜜
ク
ー
ァ

０

－

､

溝|郷
り令

》

４

。
〒

｡

衝

華
獅
＃
肥
を
参

王
鵬
縁
推
１
ｚ
竜
抄あの

よ
’
約
１
錫
今
ｉ
Ｉ
４
〃

急
電
翁

１１
払
備
、
域
あ

0

ｊ
Ｉ

老
嗜
寸
画
守
か
Ｌ
よ
今

そ1
｜
を
零
捗
超

参 等I
卜
４
画
．
ｈ
し
，
画
面
厚
ら
）
し
今
●
佳
辱
』
１
上
子
唾
必
、

垂
■
酉
■
Ｆ

Ｄ
ｒ
可
４

一
句
一
旬
『
旬
勾
ク
ヨ
ロ
ロ

！藤
』

ｰ

曇

自
お
み
恥
乃
巡
？
餅
を

り

ぶ
携
泗
郷

冠悔
藍

垂池

■

一蚤
甦

１

１
１

〃
や
諺
典
＆

化
合
、
く

の

。

弱
〃、

V，●

、

の
人

慨
乏
今
う ｈ

虻
・
“
侭
‐
毎
、
、

１１

４

d

l

のユ

念 乳
今
▲
Ｍ
１

、

》
参
篭
ち

巾
必
罰
」

■
Ａ
Ｃ句
〃
〃
、
７
岬
Ｌ
一

ユ
。

了
ー

ハ

1
P1ノ

遊 I

‐
Ｊ
ｈ

上

l ''

l! '
L

､、
1

1

､ ,ノ

j
Lb
4r

〃
〃
碗
■
１
１
、
１

五
1

蝉L
W'I ▲

『

邪､,、ー

齢

『

一’.一 コ－
一



三三』＝一－－
ロー＝■ 一

■
ー

一再

4
1』今0

〆

』
卜
Ⅷ
‐
↑

１
１
１

6０
９
三
日
月
９
＃
０
８
０
３
２
口
■
■
■

寺

■

侭
ゞ
塞
藁
壷

望

月
始

Ｐ

ウ

h

０

L

’

１

１

’ １
１

〃

’１
１
ト
ー
■

4

1 ‐｜
〆ー‐ －8－‐

-1－一一一一■--一一
一

Ｌ

L■一 一 一一一
空

一． .‐ ‘‐－－－－5－－ー戸



－

簿
寸

熱
ｖ
１
，
１
１

，

－
職
癖
‐
胴
‘
Ⅸ
．
，
眺
側
”
‐
し
げ
ゞ
ｒ
●
，

産
卵
右
銘
琶
是
”
ｊ

’
錫

司

や1

｜ ‐

② 、
敏
〃

噂
迭
吋
考
脅

孝
琴
セ
室
了

弄
畢
澗
マ
ム
副
剛
ん
：
７
〃
い
く
ド
ら
ぐ
ご
八
、
イ
邸
臺
伽
島
尻
ハ

ぜ
ん
ｖ
心
Ｌ
Ｊ
ｒ
Ｉ
ド
ニ
創
側
し
４
〃
ザ
い
り
や
↓

■ 四
画
彦
４
Ｊ
判
母
。
、
一

■
凶

里
勺

■

，

‐
・
岸
ｌ
ｂ
三
Ｌ
毒
戸

吃
掬
ｌ
必
孜
妙
鼻
鴦
嘩
ハ
ズ
脇
幽
雅
妙
ｌ
を

９

あ

ｆ
ｒ
か

玲司
9

，

を
贈
く
ふ
柳
裟

I
警
声
、
・
へ

Ｉ

雌
刷
り
の
偽
興
小

Ｉ莱
苧

ｌ
■

１
Ｊ
■
唇

“
■
垂
■
一
四
『
可
『

『

0

一Ⅱ

鼎品

9

・
０
』
ｒ
幸
口

巳フ

召路

1人

W

１
１
１

１

Ｊ
窮
め
プ
リ
ら
ふ
塗
玖
引

典
発
煙
可
塑
Ｔ
‐
‐

み

＃
0
Y

専
今
ｆ
〃
冷

。■

1

IEII

ゆ
》

７
門
而
乳

工
藩
と

L-－

. ■ ・一

__‐ ‐ －－－．－． － － －-一 一一－＝一幸＝:一声一瓦一弐一一 一■－－－－－・ ‐－‐－アーーーーーーーー
＝－一一一＝

－弓



与

P

慰
爺
、
抄
脇
考
の
芽
し
』

う
ｊ
１
１
り
イ
、
易
蛎
八
Ｊ

餅
噌
泓
邑
州
ね
源

零歩 豫
磐
７
と

タ

嘘
？
」
か
弾
１
浬
の
〃
や
↓
少

七

、

ｊ
グ
７
Ｉ
Ｉ
Ｊ
１

？
《
秘
》
き
Ｌ
仏

=、P

I
⑥

一
■
》
一
志
《
戸
》
堕
匡
診
《
再
‐
‐
‐

ｰ

I

令

，I

”
《
バ
ヨ
巧
口
■

1

”

塑
佃
ハ
畑

＃
鮒
か

錐
Ｙ
咳
？
菱
Ｉ
磯
叶
劉
棚
。
ぬ
あ
今
噂
も
１
分
、
、
籾
６
１

影
■

一
口
〃
』
、久
我

ー

篭‘ 可
ｌ
ｊ
さ

と可
Ｉ
ｒ
Ｙ

。

I

怯
め

心
弐
尋
壬
調
鉛
．
↓
」
§
‐

鶴悶

金宝！

一

猛

＄

１
４
，
，
八
‐
ノ
型
一
や
ｉ
く
＃
ん
″

↓
ｊ
ハ
イ
＼
１
Ｕ
胸
Ⅵ
ｙ
ｌ
Ｉ
グ
肌
剛
洲
岬
可
参
ル
ト
中
１
１
Ｊ
ぐ
ず
人

参

P

零
ツ

勺
一
《
扉
』
』
■
■

配
色
今
ｄ
ｈ
ヨ
ヴ
延
爬
』
・
一
Ｊ
Ｉ
Ｌ

一

Ｊ
３
０
１

人

乃
舵
ｔ
区
沸

の
ｊ
伽
峠
＃
鼻
の
ち
よ
呼
貝
″
さ
胆
汁

帆■

威戎
撲
り
ｌ
少
助
賦
噌
少
陥
Ｍ

乃

’

題
角
、
弁
７
凸
人
波

⑥

１
１Ｊ

躯
釧
侮
郷
蚤
も
殉
、
可
，
ノ

紅
１
屯
か
侮
る
易
篭

可

’

幸
《
函
珂
刊
ヨ
型
ｖ

Ｌ
ｑ

、
Ｌ
Ｌ
１

■
可
１
１
‐
■
７
１

ｊ

璽
乎
廷

〃
↑
う
凸

qh

I K

l,
Ｉ

Ｌ
Ｉ
且
■

■
－－＝ 匡一一』｡

－－ ＝ご■■手■
一 一一

一＝

一一．一



■, 可菰 rL
－ロ■■■■

ジ

－

一

言

樽心玲.含鼬ﾉ､ﾄ箪一。 F
ニ

ーリ ー

”

夕 。

鈩毛‘_ざ_農誤 少j一 宮戸一=＝－－
む

いふ 全｡、'八ざ---虫芭尋い-茎一心､，寺令裂く§§､一八

痙岳冬甦

‐ 弓＜､お＄ 令入電、寺
型ハ ゥ､お～

肉

勺

銘、､空も-U FJ

一

一

‐8,〆却
痢

雷､-A黄～

ー

｡

pゴ､ぐ』自負､篭

_』
q画 一 一コ■

●

､ 饗睦麹 １
１
■
■
日
日
１
１
１
１
１
１
１
１
日
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
図
■
日
日
日
日
図
ｎ
日
■
■
■
日
日
日
日
日
日
■

〆

C潟鰄置侭績軍勢鐘 轡"優-jjJJ､ご万

尋拳、 誉拳箏 ､｡唯蕊一轄苛っ､ご･

w-gy,､撰惑撃馬執～:鱈禅里弾一が

篭 蕊令戸堂ぐ湯患今二s
~

句篝ベ〆j童:グ。 ,墾－ご~‐でﾉ判参
一 坐‘ﾍ邑も

鍔蒸~笥鈴繁刷S"･
巴

糸編鎮ぶ種〃

薄く八､A曇や無奄鋤へ 角鐸や碁~

ー

多J悪曇,ぷや
や

--V終､．￥e 箒塞辱／
3

魯無

====＝－－ ‘〆、轡 僅坐一一鯉』 ．人伽一 ｡ －＝ー



｜
↓

－
－

ロ

；胤
也
撫
宵
八
粋
壁

争

総
・
渉

金
叩
み
シ

みろ｡

を

！

〃
級

僻
才
ん
，
妙
ヲ
し
ｌ
９
ｕ
も
１
〃
三

．
泌
叩
ハ
ピ
ツ
窮
亥
ク
ト
ｆ
Ｌ
妙
？
ｉ
ｆ
逓
群
１
＄
が

〆
八
挺
ぶ
あ
勺
ｔ
１
、
仏
の
角
，
凡
小
あ

ふ

い
孔
川
ノ

憐
Ｙ
墓
斬
も
‐
Ｌ

△
脚
Ⅷ
刺
１
１
Ｗ
似
叩
小
寸
亀
岨

盆

｛

’

画
国
司
Ｆ
‐
』
，
尾
働
砂

賎
賑
夢
て
な

勉
僻
式
』
土
１
八
陣
い

け
″
Ｉ

Ｆ
く
松
崎

螺
た
け
埼
渦
畷
吋 ！

哩
臥
畷
拶

１
Ｊ 溌鵬ジ

解
．
Ｌ
ｋ
Ｂ
１
ダ
ヴ
グ

鋤
０

つ
４
２
の
綱
剛
Ｉ
ｊ
ｒ
ら

|・
で
一

４
コ
ｊ
ご
勺
噌
？

ギ1

虎
馴
蜘
此
一
寸
仇
い
励
紙
を
イ
！

’6、

零 哲
撫
‐

１
恥
帆
ｊ
ｌ
ｂ
ｌ
ｌ
ｌ
”
仏
町
“

力
言
累
沙
衆
竜
尚
熟
も
、
』

○

由

何
己
々
も
Ｚ
１
０
ｖ

L

『

1

』

壬お
癌 ユ 脆

く
廷〈具

合|冬,、

匹
噌
ク

着
？
合 i

▽

淵
睾
、
亥
つ
詫
錘
咽
垂
々
４
７
Ｊ
ハ
〃
４
毛
Ｊ

嫁
４
泓
岫
亀
１
日
、
卓
一
Ｎ
ｂ

；
、

L

且
■
写

Ｉ
ｆ
Ａ
賦
叩
ｊ
齢
Ｋ
Ｖ
Ｉ
ｊ
９
ｆ
ｈ
心
刈
り

Ｉ
Ｂ
Ｆ

の
令
乎
漢
１
脚

ぜ

＃
●

主

ｌ
■
■
。

、
。
グ
ー
－
１
ゆ

１

Ｌ

》
一
画
『
全
》
丞
冗
官
、
ユ

日

l l 'l
6 』し
4JI ロ

教

I

l
L

－－－－－ －1 －一一一
壬
一一

－=一一一 一一＝F一
- 一

■－－ →- ‐－－－－ － － － ．．－‐ ‐ －－
－－画



一一一二 一 一一 一.･･･■ ’
一

一

一
二

一

可
－

i■■『一 － ‐→ -－－－－－－－｜

夕

｡

●

あ

グ
《

、ｰ 今
あ
Ｉ
＃
ぬ
も

ザ
ハ

侭
恥
吃
肌
門
・
仇
ぎ
い
ゲ
川
棚
似
心
く
至
心
細
心
〃
４
４
３

、
凶
口

鋤
岬
ｌ
灸
群
分
‐
、

一

愛も

萱

鬼穂
遼露

霞総
論淀

Ｏ
人
立
〃、

彰
鍍

鮎

ｌ

癖
踊
マ
イ
β
か
ろ
望
祁
Ｌ
Ｉ
箕
叱
祁
ハ
ｊ
宝
！
Ｌ
‐
‐
１
‐
、

ＬＬ

熟
籾
ｆ
ｉ
Ｊ
い

り
灯
ザ 4

側
。
重
‐
〃
、
伽
，
“
“
，
。
‐
、
↑
』
‐
、
‐

Ａ
地
４
い

じ
り

、

参
れ
、
ｌ
Ｌ
墨
ｊ
謬
内
飢
鞠
も
ハ
チ
－
＄
、
‐
‐
弱
電
く

、

宛

心
ｂ
Ｌ
、
１
Ｊ
戸
心
４
口
〃
、
型
７
０
釦
》
』
１
■
Ｆ
耐
私
‐
夕
旦
、

ヨ

季、

b

ｐ
』
‐
・
卜
凸
一
昏

h

’
諺’
の

０
口
Ｉ
ｆ
、
、

陰
菰 1

§〃撒
澱
ふ
め
、

Ｑ

ｒ

守
り
、
″
″
ど
巳
込
甦
ロ
ー
ｆ

／
』
、

を
ｈ

、

吟

Z
好
一
ノ
ヲ
鞭

■
８
“

’
ｰ

。
、
ｖ
麺
１
日
Ⅱ
Ⅱ
，
１
１
Ｊ
』
″
〃
，
《
卯
″
〃
佳
劉
込
万
必

－

阻

司

０

可

４

０

伽

ｊ

ｌ

９

つ
ｒ
ヘ
ア
ハ
ジ
や
今
●
’
６
ハ
レ
郡
ｗ
謝
秒
垂
示
当
遵
毎
４
１
叩
ｔ
ｊ

ｌ

ｌ

帥
５

’

|､

塾

1
、

V ’1

■ ‐

－毛

ーー‐一一
一一一一ー

ﾛ 互 一ﾛ ー －圭一一一一

－－



一一一 - - ---
－．－． ，ロー＝.= 巳

日

可

U

１
１

箸
…
ん
－
ず
″
ろ
ぢ
り 一
仙
肌
叩
側
″
Ｙ
然
削
〃
ｗ
Ｉ
１
ｒ
ｌ
ｈ
Ⅱ
》
０
リ
ー
１

》
醜
態
Ａ
圃
蝿
１

４
甜
僻
峨
血
が

鍋

句
戎
も

ワ

衝
か

篭
ｆ

聯

維
１
胸
ひ
↑
ず
叙
Ｚ
Ｊ
ｔ
。
芯
６
４
ｆ
旅

１

１
口
ｒ

Ｆ

、

Ⅱ

Ｙ
小
・
と

４

Ｌ
■
Ｆ
１

１
１

』
，
Ｅ
－
Ｌ
Ｄ
一
一
画
ロ

■

4

一一一、Ｌ
Ｐ

ｒ

１
１！

■
■
■
■
ｌ
‐
Ｉ
‐
Ｉ
｜
■
■
■
■
■
■

ゼ
城
２
澄
天
て

し

の
鞍
ｆ
う
わ
ふ
で

！

●

ら
小
曲
一
Ｉ

一
ｒ
■
■
■
Ｐ

１

１

機
李
ら
起
厩
‐
〆
、
〃
！
△
７
‐
、
Ｌ

Ｊ
ｙ
ｊ
Ｊ
、
〕

匡
争
》
”
”
″
口
■
■
■
■
Ｌ
ｑ

、

笹'ノ
ー

両 ユUj 口！

《一一二■百一『■

‐ｒ１日

11

百、

垂
，
●
化
〆
１

I
町

_寺一言－

■
__一

－－△一 』■一司一宮
_… ＝肇-君 一一一一一一一一可 －

－毛一一一■■■■■■ a qE 一

口



一
－

－

11■1．一一 ＝-’ ‐ ‘

1､

｜

｜
、
偲
琴
Ｉ
恐
…
心
寸
亀
卜
げ
せ
幟
●
↓
〃
ｊ
、
心
土
ざ
縦
符
豊
曇
傳
冷
〃
り
‐
勺″

蝋
呼
弁
令
塞

悦
獣
～
、
拳
、
〃
門
ｌ
心
ム
リ
＃
Ｉ
付
あ
恥
念
入
り
乙

瞳
霊
廻

グ

ー

伽
９
“

齢
靭
苛
ウ
ノ
偽
§
ぬ

一

へ

〃

鰻
ヴ
拘
司
も
痢
州
州
、
、
、
シ
、
Ｉ
寺
、
ノ
て
撒
吸
額
１
在
浪
と
秘
か
～
ゼ

、
１
《
剰
一
ペ
ノ
ー
側
州
ｖ

の

滋
寺
具
鯵
撫
お
資
ｌ
Ａ
さ
ボ
ゼ
同
め
た
恥
乃
７

－

」
祭
．
、
沁

伺

垂
矛
の
３
３
６
誤
為
１
句
，
１
１
１
イ
Ｌ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
「
」
Ｐ
堅
お
一
才
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｔ
旧
１
１
″
旧
ｊ
小
ｌ
Ｉ
７
Ｔ
Ｈ
‐
Ⅲ
峠
‐
‐
，
‐
卜
‐
‐
Ｉ
Ｆ
‐
１
１
』
ｒ
略
】
｝
剛
１
１
‘
・
Ｉ
‐
Ｉ
．
Ｄ
ｌ
ｄ
－
。
．
！
Ⅱ
Ｉ
Ｊ
１
！
‘
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
，
１
１
１

1

Ｐ
区
■
■
■
Ｄ

ｒ

」
一
睡
》
剛
棚
脳
一
細
Ｊ
帥
ゞ
Ｉ
１

戸

柳
燗
蹴
剛
鯏
》
表
〕
鋤

〆

、

零
恥
隠
迄
を
必
匁
拙
箆
勵
今
劇
艮

■
、
９
角

令
熟
酔
職
簿
叫
Ｉ
え
綴
久
く
そ
参
全
〃

泓
冷
＃
八
″
胤
蜘
卿
へ
Ｙ
側
箇
鋤
ｉ
１
帖
轍
４
駅

侭

イ
ゲ
漁
乱
》
の
ｃ
を
ｃ
麻
１
１
１

を
謬

り

州
γ
“
肌
Ｙ
協
州
胸
Ⅷ
八
〆
っ
勿
司
●
小
Ⅵ
．
”
、
叩
ｌ
与
叩
・
』
叩
Ⅱ
‐
“

塊
乳
や
府
ソ
§

ｂ
■
■
■
■
■
巾
』
■
Ｕ
Ｌ
Ｇ

遊
叩
１
１
牝
挫
砿
毛
紗
堪

１鱒
ｆ
１
と

卜
久
ゼ
ユ

ｉ
礪
幽
↑
ム
ｔ
を
ぐ
う
わ

ち
も
〆
ぴ
み
恥
イ
ｉ
樫
あ
４
腸
’
九
２
忽
、

Ｐ

４

”

八
鐸
》
枇
姻
け
垂
γ
Ｌ

９
為
を
易
４
本
ｔ
深
く
ｋ
務
倦
て
ゐ
も

〃
〃
職
岬
斗
勝
囎
噸
八

U
'

--

ｆ
＃

一
吋
盆
口
封
凶
剰
昌
可
ｌ

Ｌ

ｄ

Ａ
Ｊ

L

１

１

■

Ｕ

Ｉ

０

１

且

Ｕ

Ｉ

ｌ

■

■

ｑ

Ⅱ

■

■

■

日

■

■

■

■

囚

■

■

■

■

■

■

』
砂

、
１

《 |、
l

■

』
ｎ
ｋ
‐
１

ー

，＝
▲ ､ ■ｰ一一一一

一－ 一

､

- －－ －



■一一一一

一
■

画一

1一一F

0F

屯

L

，､〆’ ▲

純
Ｊ
、
予
北
八

■ぞ
一
咳
麺
忍
野
哩
恥
毎
ｋ

鼻

》
侭

今
感
乃
漁
令
り
て
書
と
／
砿
、
“

一
一
”
《

母
が
侭
↑
、
‐
～
フ
ー〃

季
狩
皇
舞
↓
象
器
心
が
皇
１
号Ｉ

角
ご
今
久
釧
減
１
の
叱
尽
ｊ
岬
入
山
弘

？
{L

ふ
の
が

逗
押
１
１
節
心

一
■
垂
『
陽
一
，
廷
ｊ
口
宣
ア

０

日

・

８

紙
手
篭 ７

心
岬
あ
ぶ
ぎ
て
編■

冬
懲

I

いき
″
も
イ

い
溌
稚
ひ

１
週
二
；
■
■
ｊ
Ｌ
』
■
唾
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

ロ
｜
『
二
一
Ｖ
‐是

（

壱
１
分
別
蛭

ふ
い
入
心
孑
４
ｋ

を
＃
や
仏
囎
①

I

ち
な
み

全

一
シ
４
句

》
ぽ
つ
弗
乃
ウ

び
ふ
？

勺
／
パｆげ
等
う
う
付
抑
勺
謬
敗
動

、

小
守
、
‘
・
一
た
ｌ
、
●
、

参
の

成
安１

鯛L
心 4F,

●，、
1、

《ハ易 寺
亦
ｒ
６
ｄ
幸

Ｌ
Ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ

1

１
１「

，
《
げ
１
４
八
浬
伽
Ｊ
い
、
６
ｌ
ｋ

ま
芭刀

丈・・
11 u

、

し

11I マ
h !

"‐、や

h
b 巳

、

陰
り
ｎ
口
⑲
Ｉ
ｌ
Ｌ

ｏ
ｊ
け
し
負
凋
ｖ
乃
淵
佃
乱
＠
Ａ

画

７

ｒ
４
，
１
１
次
〃
蜜

●
0

碗
、
ｒ
‐
量
て
．
鱒
‐
砂
仙
‘
‐
為
Ｋ

L
1グ

ノ
ム
Ⅷ
郡
６

C､

撤
蒔
〃

多
ム
ノ
β
弓

ｒ
ｈ
哩
仙
仙
一

1

父
く
心
垣
海
“
”
ハ
－
毛
画

戒
冷
妖

Ｂ
ｒ

錘
“
型
画
工
汀
。
▲
〃
、

一F

、

』
も

ｊ
Ⅵ
一
一
刀
廸
″
″
、
、

1{1
，1

1r ，毎
建 ・
を霧. ‘仏

心
阜
腰
日
、
ク
ト
凪
司
ｈ

L

！

1
■

0

1 ． 1
戸

■
三国一＝ ＝一

－－． ．‘、--- －旬 ー

■■I■ --- -- . ---．一－ －
一

一一一 - .一＝ 一一

. - -1■一



1
ｰ

､

｡

1
､

〃
ず
獅
剛
妙
伽

二

▼

ab

態
と Xを寺

〆

牢
↑
ぬ

『

1
百

蝿
乱
切
４
諺

も裳
１
笠

罰

上
､P

皇 今
野
を

ブ
８
叱
砥
、

と
参、

／
ｌ
《
。
，
，
“
●
Ｉ
Ｕ
ｒ
』
、

剥
ｂ
Ｈ
Ｌ

｛
＝

L印

I

､■

《
正
佑

め
よ
ふ
繩
を

の 陵

】

4．

返

℃

↓
一

一

1 金
』

⑤
多
年
、礎

恂〃
1』

、
Ｐ
凹
叩
０
０を

、

例 力
飯
ｑ
～

’
Y 」

、

１

〆
、

９
画
Ｉ

し'》
西

M'

野 qh

Ｌ
づ
Ｏ
Ｌ

Ｑ
〃
＃

◆

＆ Ｉ
我
、
八
ｍ
皿
】
ロ
■
■
ｖ
■
“
“
Ｐ
可
▲
■
》

ｈ

Ｏ

１

り
″
フ

グ
を 、一一や

L

，

〃

わ
ﾉ＄

j

III

、 、
、

ユ１
１

１
３
鼻
！
よ
し

f､

Ｆ
修
、

八
q

W

を ｛’
』

唯
。

ｸﾞ夢
f'＄

〃
ｖ
鼻
叫

等
L

刀

Y
I

T

I
則

E

2勺
■

L1N
Ｉ
参

〆

金堅

勾仏
の

1

１

１
１
Ｊ
》

1

Ｌや I P

|、
.

l‘

、

鼻
勾
砂

1

1

1 一一
一 一

一
－今一 一＝

一 一 =1 . ～ --号一一
ー

一



FF

庁･ ． ． －

々

〃

ロ年〆

6

、 、

魚
r
一

。

l
彰

ｐ
材

＃
箸
ゲ
フ

魯
溌

Ｊ

ｂ

ｈ
ｉ
ｌ
毎
判
ｂ

『
」

■

俺
〃
、
、
”
の
’
昼
，
、
。

抄
《
Ⅳ
〃
凡
ノ
、

畢
了
β
必

駐
服
呼
Ｉ

守
笙
壷
宅
診
雪
彊
（

龍
寺
舳
先
甲
命
１
入
ぞ

1

翁

Ｊ
予
恨
舟
薙
だ

ト

紗
重

j

や

､巳

〃、

夢
、

今
や
Ⅸ
一
勺
ｖ

句 美
四

烏
三

零
．

、

ク 弘
，〃

卜I

9

0

叱
守
●

凡 元
・
ざ

上

玄
も、全

L

l1 ･
6

凸

入
ｉ
上
り

I九
〃や

滝

且ｉ
も
与

鯰 戸贈I獅
釧
で

夕
』
１ 《お P

〆
1 ■

ﾉ肴
１
代
吋
▲
可
“
〕
画
ｐ
ｒ

、
週

｣lib

‘'1紗
必

J
h

L

呼
一

、
氏

(h
Ｄ
Ｊ
唾
″
川

‐

Ａ

』

Ｉ
１
１

■

１ I合
口

G，
1

|‘

賭
’
８
肌
’
口
座
口
，
８
１

、

Ｌ
〃
Ｉ
』
歴

＃
繩
吋
偶
め
式
“
Ｉ

I

ノ
今
Ｋ
〆

申

、

1

ｊ

・
ぱ
ｆ
町
や
八
ｍ
弧
町
０
１

玉
少
八

6

■

「

■一 一 一一 一- ---■一 一一・■一一 一二一

一
ｰ

～



ー

｡

､

。
■

一

竃

、

心
矧
勺
も
淵
淡
朋
ｒ
を

４
凡
〃
肌
Ｔ
・
寺

、

角
Ｉ
ら
；
坐
少
を
函
刷
凌
の

麺
乳
冠

押

６
誕
乗
八

上
一
■
ロ
日
巳
■

〃
Ｊ
ｖ
ｌ
ｒ
〃
旬
多
呼
”
由

、
■
■
■
■
”
①悪カ

ゼ
＃
忽

擁 I
|､‐

〃
シ
マ
シ
垂
、
乳

祭
り
を
Ｉ
肋
斑
閲
符
紗
僻

↑
ハ
慨
似
、
｜
↓
脈
４
源
ｆ
〃

仏
甲
ま
く
１
ｈ
４
７
わ
胤
葡
縄
み
』
ｊ
食

琴
Ｉ
Ａ
ｆ
Ｊ
、
心
１
恥
。

や
鴎
Ｙ

P I ■
摩
一
回
凸
弓
二
一
両
国
■
■
『
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

〃
旅

掴
噛
”
や
‐
錘
獅
《
〃
１
５
０
必
ず
ゞ
、

や
ャ
ｔ
焔
乢
沙
い
↓
Ｉ
疋
基
写

〕

寡 ⑥小
間
も
舩
叩
も

ご
■叶

聯
品
て

、⑥

L

ｈ
－
Ｉ
ｊ
Ｌ
Ｌ

ｌ

田
■
■
Ｐ
１
０
‐
空
、

ハ笠
ノ
泡

の 一

心
坐
鼬
準
鴎
し
一
心
蝿
ｆ
ｚ
恥
幽
》
◇

守

l&

I

へ
Ｌ
で
恥
牙
血
緬
守
口
『

妙
ア
”
〃
ざ

仏
〃
例
》
＃
６
ハ
ザ
い
斌
呵

I
I

企

、
、
も

り
レ
ゾ
，
△
、

’
汝、0 を

像
い

甲
芳
名
を
償
砿

揖
ｆ
ｕ
ｂ
ｊ
ｌ
■
、
〃
恥
Ｌ

ｌ
『
１

可
'。翻

圃
割
ｉ
＋
ゑ
ず
豊
上

ｈ
胸
、
、卜

１

。
、
Ｂ
／
住
吟
、
、

ｙ
／
ｙ
ｕ
ｆ
口
孟
～
ヅ
ー

ｈ
Ｍ
声
ｔ
ｒ
卜
－

１
１

酉

瞳
縁
仏
語
”
蝋

Ｉ

て
ょ
豚
１

験
3．

１
１L

L

I
I

且

一

一

鏑
・
こ

り
１

一

参
蓑

亘
睦
皇
や
“

一

§

一

Ｉ

１

Ｊ

お
減
込
曜

!

参
五

、
ｊ
わ
ゃ
小
荘

匙
ふ
ゑ

▽

’

、

Ｉ
ｌ

ｕ
叩
１
１
４

必
鴎◆

■
一一一一--- .. -- - ‐___‐｜
・
』

凹一
＝

一



珂示戸
‐

』回ﾛ

一

＆.
声

一

一棚も己 子 アー『ワラ‐
三

ｑ

ざ､スゥョ△

lb･
R D

。

－日

一
『
ｐ

■

一一
一

負歓ら ぺ－ど'唇守Drご巴”余炉ぐむ 永』ー

”

生｡‐辱～2， ･で--』鐙巻く

いざ弓~-ミニ号－－頁三 一

一
岳

好-sM雫一も 《
言
一

一
喧一竃園雰"-eJ 一

■
一

e へ敏一＝少』 夕
，
〔

L－

F－

1■■ 戸 一

’

醤 I一
一

戸
暦
一

一
一
」
』

’ 誤弩時一目‐海、､

1

1

S星臓侭･慰霊飼典娯鎚
一～

､cc心望曹趨麺雰=､歯・4垂』 ■
hー

邸

『

ｓ

一
一

秘抑

Ｌ

一
一

」鰹
一

一

一

負一一
●

ｓ

一
一

、

》
徳
一一

《
〆

毒

’
卓

・砿熟-審畠無参一葎麺’
〆

so織謬今麦毒ごv
9・

椴饗茎､念八つ￥雪轟奮豊鋤還、掌令輪
つ

鍵邸撃等〆尋-多重翼≦『等'鶴f弩野山､趨鶴ざ､懲舌S星f卑
o"W R ==

マ

『 に 一戸

､Q食へ鎌蝿岬=自営勇亭掌玲急る･~ﾗ，｡－3:噴J『M患琴･もサノ妾←*‘実写曇3コ､／鯏
争

？

●＝

鞘恥.〆、亀J冬的舌・<ご制一雲-‘噂ご洲『侭ｰﾆ鴎2--皇､t､S惑噂,-鞠-,入梁

菅 拳念繍異撫鑿謹"='脈一＜湾や亀息録--髻さ､噸畳．～や-<、
▲

淳一･一

翼蛾晶～ﾁざ喪賓瀞謹＜≦琴三二壷、－－争餐~弓琴ざこ'零亀ご兵 一 ．企舎琴デー琴 ” ． ．､凸

州響戸v惑蕊』､今ﾐ蕪､短vtS､≦>ﾐ卑寺心三二重岬料』"-や･い
一

謡靭

■

I

､

１
Ｊ
“
凸

6

｡

I

I

。い

い
。

桟､ご、
｡

、

縁罫
～

息11_LL､鑓食且
【 ＝



｜
ー■

刀， ’摩

－

一ヨー F

＝ー

｡

』

＝〆＠

『～君

F
d

一

二ｰ

〃
刀 ‐

俄全､bs=･皇､：幾らm,"
′

夢

一

△

「

一
－－

_負へ

壷種裂二一

一

〆 崖

一
二

Ｐ

一

e 1

1二

一
ー

尋-ざ

’
栂

一』
’一空

二二

I 。■■

、

可

｡

●

１
１
０
４
４
１
１
１
１
１
１
１
‐
１
‐
１
Ｈ
１
■
１
日
可
・
■
、
‐
１
１
０
‘
△
９
‐
１
‐
‐
‐
‐
‐
１
‐
‐
ｑ
ゞ
Ⅱ

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
１
Ⅱ
■
■
且
■
■
■
■
■
Ｉ
１
．
．
！
ｋ
』

Ⅱ
勾
却
ｄ
同
１
コ

１
１

一
■

q

I

4 ０
６
■
ｐ
・
ｊ
ｑ
名

Ｉ
‐
Ｈ
Ｒ
Ｎ
Ｂ
Ｈ
且
凸

ロ
、
■
■
一
一
４
口
Ｆ
Ｂ
Ｂ
Ｄ
Ｐ
ｌ
ｂ
医
■
■
臥
■
■
ヨ
■
■
■
Ｆ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｂ

＃

~

両
ｉ
Ｉ
ｂ
ｂ
Ｉ
Ｉ
■
■
■
■
５
１
■
■
日
■
■
■
■
１
．
１
１
１
１
１
０
Ⅱ
■
０
且

一
一

E=竜一-.- - -F=』'ﾛ一二一

一五曲4－坐弓無

今 一-－ 。｡

I r内&KO＆



盲一一三一
－ー

二 一一一一.一_‐

p

h

－

｡

塾
一
一

一

』

■
Ｆ
ｒ

１

一 －二

ぷ
全
一
雪
少
Ⅱ
鷹

Z

一

日
日
’
，
、
毛刀

Ｕ
Ｌ
Ｎ
Ｉ
１
ｌ

》

「

〃

、
公
喧
丑

＃
一

受 § 、

画

？

食
斗
梗

野

、

争
石
Ｕ
■
■
可

壜
二二■

、P

』
「

6

釦
ｂ
「
■
Ｆ
四

一

」
ｔ
眠
勝
な
ら
う
少 0， ＆

■
ロ
ロ
ロ
ロ
｜
■
二
口
■
ロ
ロ
ャ
齢１

１
》、

辺
0

、

F "

そ
】

竜＄ 4

裳
鐸
乃
惣

の
満
や
。琴
零

。
１

Ｊ

■

■

■

■

。

畑一

●

ｰ

劇、

零
七

I

し

て
あ 夕

ム
て
砂

お途

《

〃
■

』剖I

P￥
､

--且一南一＝一モー 一 ＝

－－ー

■
＝－′ ，-
－

一言

ー=-画＝一
三

一

一



一

一
一 一

心

j
l Q

I

■‐二

を
I

酋
再
ｆ

や
ク
か

q

ノ

排
の
象

茂雛〃
４
方
や
吃

４
Ａ
幸
獅

＝

、
一
画
畢
（
一
Ｄ
〃
・
〔

状
を
↑
わ

筋 蟻心
筋

園小
ね
ば
凶

通の 途
名
、
劃
一
回
り

の
ふ
角
ｆ
ｌ
Ｉ
Ｆ
１
急

Ｚ
酢
Ｈ
Ｐ
塁
つ
ま
し
烈
々
省
“
、
小
”
４
，
↓
Ｉ
、

』
Ｌ
Ｆ
ｒ

お ⑱
炉

〃
ｆ
郷
＆

ふ
ん
砂
を
１
＄
１
ふ
。

乞
捉
渉
汁
肥

１

L.小
0

1ヶ

I
94

（，
●

舟L

ザ増
、 ｊ

ｌ
４
縮
み

jL

沼
0

面

み
蜜
砺
て
う

P
魚

ヤ

1〃
麺
１
１
発
，
も
も
毛
〃
胴

１
１

政
３
う
、

竺

叩

、

１
１

1

k

、
ノ
影
ｐ
Ｌ ＜

11 、
h
1

l

■
４
日
■

lま l

JI
，

ｌ
Ｌ
藤
Ｒ
い
い

Ｉ
型
ｌ

弛
凶
明

1 ト 可

茜〃

L
－ －イ 一

彦一 一－．■■
二

1 ・訂
一

ニュー

二言
一一 ﾛ－

－ .＝



門

』 碩伯四
ヂ ｡

I
‐‐

句

〆 望

『畳

ヨー

F
』L夕あ

－

－－－二

P

r言
』

、

蕊

一F角灯I' Rッ “

→一二ゆ
ー

▲

ワコ
三Q古伝〆 〆『 :-.E-､5－

＝

一
｡

笈 罪ごく~心 一
一
一

一
Ｆ
曲
一
一

一

ニー

ーュー

一 一

一国宅

1

竃、塁ﾅｰや′11 燕筵ﾏ､／判
I

I

勢曇1ー

I
〃

〆

吟電子｡、≦吋禽－－諺｡､
ヨ
L

津-櫓
、〆

･膳空＆-尋､錘w､ふ､/･議拘製塾火
ノ
、
鄙
ー

蕊小銭
一一

、

ｊ
、
Ｌ
一
■
医
■
臣
■
■
Ｒ
Ｆ
Ｉ
。
■
■
Ｉ
６
５
１
ｒ
Ｉ

一
世

堅

空
’一－一

一

心

夕 垂

一
a＝

{

ｊ
ｊ

１
１
０
０
１
●
０
１
１
Ｉ
１
Ｉ
１
ｌ
ｂ
Ｏ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｉ

Ｉ

Ｉ
’
１
１
１
１
申
物
司
１
ｔ
‘
１
１
１
１
Ｊ
坤
’
川
Ｉ
Ｆ
Ｅ
酉
■
』
■
■
臣
■
官
ｐ
Ｆ
３
４
Ｇ
Ｌ
画
■
■
■
■
■
■
■
四
Ｆ
■
■
■
■
■
■
■
■
宮
口
■
■
・

〃

’
←

１
１
Ｉ

b

唾ロ

ゆ

ーー

に－



－ －－－垂二一＝－－ －－‐‐戸
川
ｊ
，
ｌ
‐

－

C

1｡

一
一
酎
冨
Ｍ
ｓ
〃
、
，

エ
「
ご
一
可
ｎ
勺
、

劃
↓
か
』
、
『
Ｚ
箔

毎
″
″
や
″
ハ
ー
，
、
．
ザ

茜

催
傷
魚
り
Ｚ
Ｖ
参
；
綴
冨
椴
乃
ね
‐
ｒ
卿
‐
《

Ｉ
ｊ
ル
１
１
１
１

職

乃
馳
つ
４
７
Ｄ
脾
吻

蜜 苧’リ昌

営、
ー

I

や
ｒ
ｌ
ｉ

ｌ
ｈ
燗
ｒ
に

ｆ
ｊ

卜

、

､

〆

Ｊ
ｔ
諭
仏

I

I

6

臺

2

必
ヅ
リ

一

一

ｂ
Ｊ

、
△
■
■
宮
一
一

一
色
一
陸
蝸

ｔ
え
ユ
か

ヨ
ー一一、

ｂ
Ｅ
Ｂ

ｂ

4

L

q昼丙

、
可

ｔ
、
０
１
邑
伊
ｒ
Ｏ

〃、

1

ム
リ
ｂ
〃
〃
脆

動
澱
〃
Ⅶ
〃
Ｉ
の
物
伊
１
１
仏
》
γ；

可

も
Ｐ
か
’
“
、
日
四
屋
Ｑ
ｕ
Ｂ
画
、

４
Ｆ
〃
”

沙
且
里
Ｆ

出
マ
メ
．

人

－－一 一

一一一一一ー字一一
一 でｰ

■
ー

ー

ー

‐ 一一一画



，

一

■
－

A

'

や

零
舜

ザ ､

ト

ロ
〆
。
■
凸
Ｐ

ご

Ｌ

霧 好
勝 で

宅
夛
〃
＆
、
、
、
ぐ

み
ふ

い
全
ゞ
４
列
＆

ワ
定
吟
Ⅲ
あ
げ
〆

、
。
ゞ
湾
琴
イ

必
↓
窓
ら
ど
あ
『

芯
蛎

、《
■
７
斗
Ｌ
５
ｒ

マ
髄
ｒ
べ一『日 １

－
、
１
１
１
．
戸

Ｉ
鰐
〃
鍋
も
ざ
ま
ハ
寸
蝿
か
灸
叙
Ｙ
稚
い
系

ｈ
略

j l卜
ｒ
一
Ｋ
必
、
毎
口
■

I
‐

【

瞬
Ｉ
獅
妙
１

鵬
嬬
乃
切
父
ｒ
Ｋ
Ｙ

■

↓ 延
刻
２
３

〃
わ ｙ

〃
爪
Ⅱ
Ｌ
正

Ｉ
１

《

義
生

聯
孑
、

里

Ｉ

穏
似
卿
鮴
眺
踊
ｆ
０
鞠
肌
ツ
ー
急
″
螺
ろ

－
１
ｉ
除
込
Ｉ

Ｆ

一
０

』

謀‐
～
身
修
の

『
『

自堂
杁
”

、

U

（

｡

、

1,1)
↓ Ｉ

ｂ

ｌ
ｌ
■
Ｂ

ｂ

Ｌ何
冊
感
お
ｆ
Ｉ
ａ

」‐－

1 1

し
、
１
い
咋
Ｉ
叩
弘
Ｌ
「

。

７
戸
且
口
Ｌ
１

凸
」
Ｏ
Ｂ
Ｉ
１

』

■
で
‐

尋
鵬
岻
ね

一

あ
潔
入
砕
峨

々
ぐ
ぅ

」
刃

ｆ
ｙ
ｊ
打
レ

ー 紗
労
＆
心
理
莎
筵
く

岫

L

抄
↓
ぞ

番
歩
由

b
ト

今,』

r lW

】

Ｊ

Ｂ

Ｐ
ＪＩ
ａ
■
Ｉ
■
Ｆ

Ａ
宛
咳
Ｊ
ｊ
■
夕

Iｄ
ゞ
画
凡
ｊ
夕

ｒ
、
１

Ｉ

ｒ

ｐ

ｌ

ｊ

例

あ◆

刃

且岳

I

1． 一』■

一ー.←■ ■ ー一一一
ーqq■■■■■■■ｰ‐

二
二

‐‐ 4－ －1■■



一

一
一一

､－

一
〃
ｌ
‐
縄
１
－
に
瞳
隆
Ｌ
一
日
ｒ
Ｉ
‐
Ｉ

仲

や

1

ｉ
”
罰
則
″
珍
竣
勵
瀞
茅
わ
置
画

＃
７
～
易
ｋ
ｖ
今
洲
照
Ｔ
イ
ー
リ
ｊ
ｉ
伽
栃
帥
１
忽
櫛
Ⅲ
壷
３
も
の

栽
墓
鴬
貿
澗
胤
建
か
母
諸

、

“
胴
》
ｌ
Ｌ
Ｊ
ｈ
函
ｒ
９
ｊ
ｕ
牝
、
塊
り
八

泌
似
拳
も
蝿
餌
．
１

足
鴇
崎
‐
寺
ふ
１
澱
‐
垂
．
血
凹
／
小
“
‐
‐
ｊ
‐
‐
Ｉ
‐
１

房

糸
象
Ｉ
猟

’

‐
↓
率
＃
＃
怖
’
小
一
Ｖ
～
″
’
《
ｌ
晦
嘩
っ
“
Ｉ
捌
華
″
、
〃
．
〃
Ｄ
Ｉ
Ｉ
〃
八
〃
‐
１
Ｌ
，
．
Ｉ
川

職
恩
胤
祁

八
慰
川
雌
’
１
７
α
‘
・

池
胤
伸
鮎

ｌ
フ
料
ク
７
１
聖
峰
働
記
ｊ
細
妙
こ
り
心
Ｖ
６

や
鐘
ハ
時
郎
玲
的
Ｉ
ｌ
ｘ
ｇ
、
／
『
八
Ｊ
‐
川
‐
１
Ｗ
．
‐

１

卜
庖

』

７
９
７

駅
徽
漏
り
幻
ｌ
亭
ｋ
戒
Ⅲ
」

△
飢
到
叩
癒
碓
廻
丞
釧
丸
唾
〆
、
暇

１

融撫
胸
Ｖ
ｗ
３
か
》
ｆ
く
ぎ
、

‐
月
鷺
Ｙ
《
舎
斌
Ｍ
Ｆ
ａ
‐
Ｉ

霊
’

１

０

Ｉ令
紗

１
１

１
１
１

．
勺
Ｊ
１
阻

穆
．

一

Ｌ
可
」
、
同
一
、
企
ｑ
‐
Ｌ
、
。
‐
‐
Ｌ
、

二
一
隼
、
ｒ
，
。
〃
全
山
彦
１

１
『

●
Ⅱ
６
、

Ｆ
１
且
■
ｈ
■
■
Ⅱ
日

霊
汎
掴
み
猿
づ
§
も

■

の
側
梗
〃
，
ｊ
恥
等
寝

紅

降
叩
偶
卜
Ｙ

I

…
寄

食 I

，
１
１け

く 』

、八

I

I 巾
４
小
払
刷
単
〃
足
榊
八
句
，
の

１
ｋ
■
■

、
Ｉ

、
孔
■
ワ
〃
９
１

１

１

1

‐
‐
‐
』
一
〔
恥
距
輻
醒
一
一
』
一
壺
暉
唾
画
竺
一
一
一
１
１
１

の

具
を
勺
、
勺

』

i｛ 1

農
1

1

FL
一 ー＝－

一一一

11■1-.-‐ 、‐－－‐･ －－

酢一 一=---------＝ ‐ ‐
一



－－－－－-一一一

一

一
周
‐
釧
調
副
Ｉ
、
、
１
・

鯏
剛
胤
陶
凶
参
唾
謬

一
一

ｇ
聯
滞
り
犠
齢
撚
蝋
段
分
ｊ
や
令
多
ｔ
汲
呼
ｆ
胸
獣
渥
貰
電
灯

一

一

ゆ

！
“
Ⅷ
猿
窃
舗
列
抵
是
雀
倣
慰
戦
野
‐

■

Ｉ
”
釧
励
》

Ｉ
２

ｊ

ｌ

ｌ

え
揃
例
刺
諦
永
然
嘘
診
ヅ
ガ
錨
掘
４
＃
ｈ
川
脇
り
ぇ
隊
漁
Ⅲ
〃
恩

Ｉ
Ｉ

Ｆ
■
『
Ｌ
も
可

趨
稲
擢
峨
為
榊
次
紅
潮
剛
襲
鮒
孟
瞬
我
唖
可
も

」

ｌ

ｂ
ｊ
■
’

三

一
一
一
ｃ
泌
蔑
＃
§
嘩
淵
＃
″
〃
絢
謄
聾
１
４
偽
〃
て
樹
Ⅷ
今
Ｊ
》
童

戸

■

三
一

Ｊ

も
１
７
、

Ｑ

Ｆ

Ｏ

Ｉ

３
〃
令
リ
９
汰
孑
ｊ
側
Ⅷ
ｊ
小
妙
〃
Ｉ
悔
い
や
１
１
脅
側
作
拘
く
ｊ
煙
霧

一
，
ｊ
↑
｜

象
・
紗
捗
Ｉ
ｊ
ｔ
ｌ
爪
ゑ
ぐ
Ｊ
１
″
；
＃
や
い
脚
４
山
風
？
ぞ
ｆ
麻
吻
戒
〃
１
Ｊ
勺
Ｉ
、
１
脚
略
ｊ

ｌ
ｒ

－

ｌ

ｊ

紅
く
慰
釈
肘
蝋
胴
や
″
、
辱
’
伽
獅
禰
ｌ
ｊ
４
７
へ
“
縦
潤
Ｙ
４
１
脚
Ｊ
〃
釣
Ｉ
〃
ｒ
ヘ
〃
‐
４
１
，

一
一
申

向

葱
冨
～
心
ｒ
尋
９
ｒ
爪
伽
御
伽
お
罪
ザ
ル
。
、
‐
１
４
，
ｉ
‐
ｉ
〃
ｌ

◇

、
て
り
李
堺
雷
協
呼
今
く
漉
…
必
～
お
令
胤
紙
堺
脱
；
介
殿
恩
協
ｒ
‐
‐
、

群
１
１
〃
叱
一
誤
ユ
ム
良
伊
腿
溌
Ｊ
Ｉ
Ｌ

斗
訊
が
ｆ
熱
り
必
星
あ
さ
主
久
呼
‐
，

紛
椰
の
１
砺
八
″
必
条
ｌ
〆

笥
己
の
７
小
心
午
し

●

》
－
－
７
’
‘
一
四
麺
。
全
一
摩
Ｉ
Ｆ
ｊ
ノ
Ｐ
ｒ
ｒ
．

』
″
１

１１

，

６

Ｐ
ｒ
『
』

●

■

１
１

画
毒
み
、

７
Ｋ
〃
瓜
ノ
．

q

坐
ｒ
ｑ
ｌ
ｈ
Ｍ
呈
圃
エ

且

_,?K
ソ

み
，
が
勘
Ａ
●
‐
１

Ｖ

甲

7

卜

１

１
〆
１

Ｐ

I

｣

一一
一
一

- －
一一一一

二4．－． －－＝

』



｜ ［
－－L 可Fヌ

■F
ア

一

。

恥
＝

F

〆－

膿
》

里
『

一噸

-,／_言-‐
百

ー

～

そ
一

夕

命

司

司

一

一 一 ■

→ ー

~"
ヨ

コ鐸
L

管，ぐ 蜜燕禦当寒 へ,二輪
〃

冬蝿": 罫
霞も ←ずぶ

夕

tJ叩一己 S公園
、
－

卜･、篭雫ーｰ

j b

、 「
ぷ 』 負

曇鮮塊で鼻
#鋭く延縫S皇晩~包戦-。 ■Pヨー

轍s津ご毒。
可

鞭簿寺貫、

魁謝S#鯉
螺

鱒へ参毒

宇電S,墨買悸 e宮小窓一心〃
& 季

誌”､一
＝

～

→韓簿=一一一一

④

慧惑ヘノ細璽r劃1
P

《

b

，
鼻 ‐

Ｉ

b

ロ ノ
r
r

」

ト
ー
１

由’

’
’

一
刊
斌潤

佃
恥穐
』

６曜

鯲

心

慧

～岬
Ｎｅ

筆篭一
一

、

8
Ｉ

ト

ー

“ 氏
一L



－

－－］
－ －－－ 一一 一 ■－－

一 一 一 一
■r一

一

心

’
''3
●

p

ゲ

リロ

と
Q

急電
章

；
糞斗

あ
、

一分一 、
延

背

｛わ、
F

1 二．EIIC

戎 ｜|，1

〃』 aLI｣ |
』

▼

’ノ

d

"j

』

』

。 『

』 許
式

瑳
篭
〃
霧
遭
と
偽
吻
峯
洗
彌
＃
ｔ
雌
忽
翻
犀
Ｙ
緋
と
び
参
γ
可
鑓

恥
〃
迄
Ａ
貴
ｘ
Ｊ
署
～
ぞ
ぶ
淡
淡
季
を
淫
イ
ー
錫
継
恥
凌
忍
誰
や

と
？
菰
塀
Ｙ
柵
馴
令
Ｙ
鰯
抑
卜
ｊ
ｈ
ｎ
Ｉ
沙
呼
Ｉ
微
あ
う
ｌ
梗
童
Ｙ
ｆ
〃

ぬ
’
す
Ａ
慰
め
沙
＃
鯵
ｔ
（
里
才
ハ
鯉
紗
の
棒
ね
拠
場
川

汎
鮒
州
Ｙ
宝
琴
／
（
ｒ
帆
１
柳
Ｉ
・
〃
ｒ
ず
ｍ
１
ｉ
ｌ
Ｊ
Ｍ
岬
１
７
１
Ｊ
心
勿
め
も
川
雷
ず
ふ
刊
〃
‐
Ｍ
‐
！
Ｔ

琴
１
１
〃
唾
垂
剛
ザ
ー
ハ
あ
１
Ｊ
澱
１
１
恥
ゼ
１
１
脚
１
１
り
段
雌
呼
７
ｈ
Ｖ
～
ｆ
Ⅷ
ヲ
‐
“
－

赴
城
多
こ
て
上
』
山
狗
久
４
叱
抽
呼
胤
鋤
Ｉ
少
、
川
．
‐
ｆ
１
．
Ｅ
１
ｌ
・

Ｌ

１
１

輪
葱
阿
～
川
り
も
ｆ
〃
虚
ど
為
Ｉ
ザ
鬼

令
友
ね
令
鞭
義
臣

回

伝
■
■
Ｌ
ユ
ウ
ｑ

Ｌ
Ｊ
Ｏ
Ｌ
Ｂ
Ｆ
Ｏ

Ｇ

■
■
ｑ
Ｌ
１

■
ｌ
ｈ
心
恒
旧
■
。
一
■
■
Ｂ
Ｂ
Ｄ
ｒ

Ｐ
’
１
■
０
１

丁
ｌ

も
１
１

６
１

ム
シ
ゲ
う
蜀
測
■

一

■

画

白
緋
ゲ

ｒ

■
ご
ロ
ｄ

ｐ

ｚ
修
耽
の
脅
勝
ヲ
が
賃
を
も
曇
ん
峡
祁
ｖ
，
，
仇

ハ
ワ
凱
馴
舎
盆
鈴
も
め

，

■

１

１

か
１
９

■
一
再
３
劃
’

q

B

qD

１
０曲
岬
麹

刷
鄭
る
ゅ
ヤ
雀
ど
も
ハ
ノ
ル
ー
そ
氏
ノ
ー
ｌ
ｒ
ｊ
１
ｌ

ｇ

ｌ

(:．

』

可」
、
、
、
Ｊ
１
ｄ
ｌ
ｌ
Ｌ
６
０
１

１

宮
ｒ
ｌ
Ｊ
ｌ
旬

向
い
■
■
■
ｒ

回

＃ 息
棚
ハ
刑
順
ｌ
‐
，
、
剛
、
、

■

１

１

徹
令
Ｘ

》

・
ク
ロ
ロ
，
◆

Ｑ

側
ｆ
ｌ
０
Ｉ
Ｎ
″
ｌ
Ｎ
Ｍ
■
ｊ
日
Ｌ

Ｏ

ノ

．

｣dl

L
F

F
一一

_二一



－

衣
警
瀞
Ｉ
Ｙ
立
て
霞
砂
郷
蒋
ｆ
Ｗ
Ｚ
介
卜
ｉ
全
惑
菱
苛
叩
’
紗
一

調
乃
爾
愚
令
蕊
Ｊ
１
風
砿
邸
舟
啄
岻
良
お
も
貢
ｊ
患
愈

券
愈
岬
批
潔
呼
さ
今
Ｓ
腓
峨
ウ
ュ
患
’
ず
ふ
ん
何
吋
胤
岡
鮒
鱒
臥
令
も
隆
恥
勝
帆
臓
ｌ
Ｌ

ｌ
〃
ず
？
１
り
弗
恥
Ｙ
ｔ
ｌ
ｌ
Ｙ
恐
吻
４
Ｍ
燃
労
附
子
鷲
が
易
砿
Ｖ
と
拡
堪
ｗ
ｖ

掌
を
紗
琶
鼻
渉
を
猟
ゑ
猛
ｆ
鍵
鈴
今
？
也
學
考
舟
恩
臓
ふ

上
互
流
鳴
僻
裳
箪
重
炉
き
ゑ
懇
；
子
了
竜
擬
可
；
や
ｚ
お
衝
跨
楓
典

胤
；
；
と
盗
班
鳴
燃
胤
撚
践
贈
１
１
面
阿
４
ケ
～
，
種
孜
も
嘘
§
ｈ
一

I

尾

“
し
』
』
ｖ
，

。
、

、

川
恥
馴
駄
１
１
－
〈
‐
Ｉ
。
〃
〃
’
１
‘
い
〃
し
刷
り
Ｉ
眼
》
一

巡
〃
麺
砺
“
狐
や
恥
叫
咋
郡
壼
慰
疹
杢
オ
ツ

可
な
ｉ
い
み
舞
勧
於
緊
γ
，
，
…

一

０撚
乳
撫

枠
乃
幽
汽
赫
愉
狗
鈩
紺
於
一

妙
弥
財
旦
句
微

乃
久
８
↓
茄

一

７
ア

線
罰
卿
ゲ
ー
ン
篤
応
詞
ｒ
ｆ
Ｊ
約
４
聡
坪
仏
と
曲
Ⅷ
必
〃
勅
ム
侭
蝿
砂
秒
＃
～
〃
鯰
Ｕ
″
ノ
呵
脈
一

‐
銅
－
１
か
，
１

７

９

閲
儀
惨
；
ｒ
的
泌
の
孜
杢
：
ノ
罐
｜

い
り
ノ
ー
ｊ
う
や

１
局
八
Ｊ
〃
乱
祇

…

て
〃
腱
ジ
ノ
フ
ー
１
ク

Ａ

ｌ

一一

徹
別
吟
鑓
唆
峠
乃
池
て
の
隣
地
陞
誇
か
苛
冬
１
歩
財
一

ｒ
小
象
州
鰍
や
を
砿
、
￥

州
郷
Ｗ
み

一

』
一
画
一
一
嘩
匡
●
《
｛
し
一
氏
一
匠
芦
‐
《
ヨ
－
良
、
”
ト
ー
Ｌ
Ｐ
い
，
一
１
１
１
－
！
。
｜
■
■
■
用

１
１
且
■
■
■
ロ
■
■
■
▼
も

イ
ダ
ー
勧
猟
歴
い
み
呼
勵
ｒ
暑
》
’
北
画
恥
緬
胤
〃
イ
‐
込
別
０
Ｆ
Ⅱ
，
！
、

、
”
却
訟
・
‘
８
０
１

■
１
１
４

詑
妬
牢
坐
舜
予
も
８
１
小
が
、
咄
鍜
壬
Ⅲ
母
四
冊
》
〃
１
１
小
”
山
疋
ノ
ム
川
珂
隆
鷺
叩
旧
び
１
ｍ
Ⅱ
川
」
１
１
１
１

１
Ｉ
０
ｊ
ｌ

い

め
、
〃
鯛
漆
、
Ｊ
ザ
，
Ⅷ
‐
凶
０
．

言
今
》
望
へ
〆
ら
く
１
ノ
塁
、

屯
ｘ
鳶
仇
ｖ

を

必
叩
９
塔
１
１
‐

け
州
》
ｊ
Ｊ
４
Ｊ
１
．

１

、
笙
電
癖
唾
雇
唾
壷
輌
岬
八
罰
苅
恥
悦
、
Ⅱ
鮎
》
一
唖
〈
ム
理
安
鈍
壷
討
蜘
，
〃
琴
”
わ
八
秒
酢
，
ｂ
Ｉ

Ｍ
鮒
一
イ
と
量
３

』
蚕
垂
手
恥
竪
今
姻
心
〉
》
ｊ
亙
可
Ⅱ
，
Ｌ
毎
梺
温
〆
》
イ
レ
″
》
酋
垂
垂
ワ
レ
１
勺
１
回
〃
皿
■
０
ゞ
■

Ｉ

■
画
。
ヨ
ョ
１
祠

１

賑
さ
い
ｌ
色
。
、

畔

；基 、
； 詮
し0 判

，静, ，

‐‐判勘、

わ
く
空
１
１
式
肺
‘
運
、

個
〆
‘
ｖ
・
７
，

７
，
０

日

１
Ｊ
ａ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

』

‐
‐
’
門
川
’
ｊ
“
″
且
、
可
‐

I

、



－

一 ー

一一一一丁一一ー
ー

‐
ろ
１
旗
及
愈
膨
猫
ｘ
御
拠
払
鴨
恥
の
沈
呼
伽
狭
小
４
Ｇ
脚
７
月
腔
婿
眺
了
″
珈
竃
伽
蝿

γ
が
ｒ
か
棚
と
曲
げ
ｔ
畷
く
う
勘
Ｉ
渦
ウ
典
遜
洗
い
協
協
研
胤
馴
ｕ
獅
川
＃
〃
Ｙ
Ｉ
由
一

ふ
上
卜
い
付
Ｙ
？
？
，
へ
ｉ
ｆ
１
Ｉ
ぷ
；
臘
捌
夏
の
鋤
鰄
叩
恥
Ｙ
２
私
虚
や
４
我
謹

為
蕨
，

｜
輔
Ｙ
騨
憂
命
弾
柿
鮒
７
伽
翻
り
與
人
肪
庫
廿
憤
尊
鼠
鱒
呼
〃
Ｌ
幟

と
悲
希
必
備
を
爾
質
恐
繼
ぞ
ｉ
設
季
砂
＃
聯
噺
；
掘
話
や
ひ
。

等
噛
彪
γ
ち
か
方
う
ヤ
ー
ベ
総
耐
燈
侮
ふ
せ
を
蓬
＃
岬
か
〃
お
鶴
Ⅳ
謬
朱
‐

〆
参
蕊
Ｙ
予
て
が
溌
ふ
ゑ
ゑ
、
〃
ｌ
や
嘩
以
＃
１
斗
雲
含
瓜
乃
血
歯

も
燕
了
４
舵
ぞ
§
き
く
人
叩
多
＃
仏
簸
１
７
紙
似
肌
Ｙ
－
次
椰
尻
喝
蹄
一

審
が
、
妻
子
や
１
ｈ
幕
先
ず
ゲ
Ｉ
ふ
た
溌
帆
丸
唾
磁
刊
少
曇
Ｉ
も
舟
叩
岬

‘
Ｋ
蝿
７
～
《
も
ｆ
い
聯
１
ｋ
り
紺
剛
が
Ｉ
～
伸
ｆ
１
１
ｆ
似
罰
鵬
Ｍ
ｉ
Ｙ
″
ｈ
１
２
ｉ
″
札
卜
う
ゎ
ｔ
ｆ
γ
紗
柵
恥
劃
‐
，

露
～
て
鯛
Ｙ
繊
蝿

．
‐
‐
】
画
一
》
画
、
ｒ
』
ｌ
Ｌ
や
６
１
屯
■
一

‐
Ｍ
罠
●
に
ｒ
‐
Ｉ

■
■
■
■
■
■
一
ｄ
ｈ
■
■
■
■
■
Ｄ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

、

覗
か
●
八
・
●
心
－
１
齢
、

の

ザ

劃、さ
●

箔
勺

1

P

ｂ
一
●
‐
１
１
』
配
１
１
■

、
可
１
１

印
可
屯
４
夕才、し

1
（

趣＞

ｊ

恐
§
１
脚
侭
１

唾

、

’
可

I

ご
毒

Ｐ

剤

、

汎

灰

０

同
卜

』

可

謨
聖
可
沁
噛
遠

△

I

≦
，、

（

"

可

1いつ
！到

り
轡

11

く
Ｊ
ｊ
印
Ｉ

吻 母、

'1

藩
炉
＃
ｌ
州
了

君3 、

1も
ｒ
言
蔀
如
睡

P

＝
ー



ー

β■

■

今＝

。
Ｏ
巴
々

マ
腸
０
７

■

且

０
Ｊ
日

ｊ
Ｊ
ｄ

一

ｆ
Ｃ

－

ト
ー
ｑ
〃
・
″
Ｊ
９
‐

１１
１

倭
夕

＝

■
面
’
口

凸
八
１

屯

』
・
０

『＝

L

，

凸
マ

ク

1

k

一

1口

・
Ｂ
ｒ
Ｒ
ａ
Ｌ
Ｆ

Ｄ■
Ｐ
〆
Ｉ’

0

例
‐
Ｉ
ｉ

』
．
。
”
．
‐
．
、
。
‐
Ｊ
，
‐
．
・

Ｐ

｡

い

、

１
口
■
ロ

Ｉ

b

、
Ｊ
ｒ
信
一
，
層
１
１
１
１

q

Ⅱ

1

口

口

I
Q

91

1
』邑凸＝－＝一■

1－-------------－－－－－－‘！ 』 L"
砥

≦今一一一
Ⅲ



I
毛

、

ウ粋
分
１
シ薮 I

h

卜
‐
イ1

イ ダ

今
″
牌

腫
寸
ノ

今
毛

0 ■

1

、 「

0

》、グ、
、

。

聯
劇
陳
迩

■

画
、

■

0

」

I

上

1

罰
、

L

の
r

万

1
C

全か

夕

グI《
P

F

｡
U Il

、

’

L
可一一

－‐ －－－－
茸一国－1－ ‐‐ .--－ ．、

ー

、

ー
一



＝

］， L'E
P

■

蜂.ｿ己到～帆呵〆当
〆

鼻

二

F

ー
二／ 戸一一且

三一“■

マー． 夕ぐ迎附
。

戸

一
一

コ
臼や

拳緬 『

二

噸－．急』ヨミ ー ’一 一一

」
Ｌ

旦
琶

■
・
「

鐸
畢 っ詮J六sデ阜診 ＝●

1

1
公

〆
へ

坤
蒲i茎忌豊

今

へ岬
、

＄

S且虚蕊･ぐ重二v一みぞﾏ毒.”〃S ｊ
、
可

両～

~口へ

嬉曲餐震墨暮二 心

〃

S､､≦

ざまぺ,--S
浄

喪典 心櫓 ～

像
うP②

'曇蜜やこい安(二浬 ～一一一

~

a

圭一－

●C C 戸

負姉畠合挙式二五_〉一ミン､iS"
｡

…
り

仇

eぺ夕，-簿
誼

乳*1

ｊ
ｊ
ｌ
ｌ
９
Ⅱ
８
９
日
目
３
８
■
■
■
■

■
ヨ

C
一

一電
一特感，へ／・

今■
ごー

ぷ･篭避領動島ぺｺ源 １
１’ 一

」
■■ ■■



〆 ‐’
＠少

ヨ

グ

内▼ F

グー

⑥‘､J典壼ゲ琴

＃
＝

凸

へ

〆
，
へ

蕊公､ぺM~姿ﾊ建巻-仁
二・

》 二

ハハ、画幽画fも司ア、
F

星

ワープ 一

’ －

一

一
一
一’

戸

〆

司＝毎
F

ｑ

一
一
一
『
『
一》

一
、

一

.掌-へら…憾琴
’ 1

夢 １
■
■
旧
Ｈ
１
１
Ｉ
１
１

輪

＝

浜
電判くる

｡

烹個雲 管 Ｊ
、
１

，
"地声余I

‐可一
一

一

Dq－

１
１
Ｉ

違鐸司令轡一窪萄鍵專ご､参
､缶鉾 “

鯨一二一､-ﾉ壷 ふ弾
《
》

〃一
色

皐笈管参仁一畠-=ペノ建武ャ
／

墨二塁
g

晶ふく－－琴ﾉ華 鱈､く
里

' ．

１
１
１

』

『

I■■L

｢~二二

ニ
ヨ
一例１

１
１

父 １
１
Ｉ』

「
一

。

、
＝

一
‐
一

■■

R ･
L守心〃

《
呼
癌

毎
壱
一
『

、
「

巳

鞄一、－ゆ

かや-と－△ﾐ‘瞳-‐ 八園 些
司L 、 一与野

‐

、

－

領トー
ー'’

画＝一L 一一■』■■■ －－

－一一



麓

曜

一
一

０

｡

し

;
薙
降

共

￥
ノー、

i

零

苧
夕
も
身
も
誰
の

･か

▲

p

申

１
つ

Ｉ

▲

Ｆ

Ｆ

Ｆ
ｂ

＆

＃
一
声
《
、
主
画
１

イ
を
砿

▲
■
！

」
吋
呼
？
！
｜
‐

金
1会

や
気
置
》 零

ヨ
｡

Ir

I1

F

1

1

タ

脈
ｒ
ｊ
１
ｔ
３
も
え
、
〃
両
ノ
ｙ

ｒ
』
台
庭
ｊ
句
。

ゲ
ー
ガ
ゆ
ゆ
§

の
圭
囚
卜
も

、

I
F

、

、

I

そ篭

『

■
一
、

』
ｌ
ｐ
ｌ
１

Ｌ
。

１
１

〃
ｌ
仙
川
服
胆
岬
１
ｋ
、
１
１

呵

i

h

I

圧
曲
げ
Ｊ
Ｒ
分
、
．
Ｉ
且
Ｐ
』
一
■
■
■
■
‐

Ｉ

、
乱
一
切
も
て
ｆ

ｌ

ｉ
ｆ

■

”

１
１

：
ﾀ躍

ｂ

，
１
Ｌ

１

１
１

、
い
＃
蜜
可
Ｊ
、

１

〈
侭
，
〃
金
魚
詩
ぽ

１,l
。 ユ

L

『

＃
W

L

《
釣
ソ
ノ
迩
叩
弧
エ
ー

|_!
qlK
1 』1

1軸
!’

I'

IＪ
彫
り
ｈ
〃
‐
１

Ｊ
１

１

１

１

茂
鼬
千

、,口

Ｉ

■
■
可
『

１１

１
１

，

１

１

１

！
■一
，

0 '■
一一L一 凸▲－－

－－

－
０

---.--ー1



m"｢,"FB グー
戸

一ロ グと
一
一

窪
〔
》
室
戸

色
▲
ｑ

〆
令

一
一

F●

戸＝

Ｆ

”

■

言

夕

一
一
一
ワ

戸も

一夕4一壱一△／ ≦詞
一

》
み

ん
』

○
一
《
Ｐ

グ
ー

▲

ｎ
一
』

門
＝

ー
‘ら毫一 －

ヨ

１
１
ｲ懇誕專s､$致与噛婁
』

(･や噂＄→r､全目‘へs銅職､,蜀餐ジ‘

戸

雰皇j私j守一e 一／＝竜 彦

I

9

B■

魁
’

睡罰

式、$鐘j擁や

いふ'漣．漣･-ひ ，奇歩ﾐ､瞥剖
I

Ｊ
、
１
１

ヨ4 ｰ■－－

感賞
へ

窪 "守電零稗弓』
6，

Ⅸ 噌

尋ｼ￥

兵

も＝鰻,ジｼ曇》

I|

世

八戯岬

｡

急運軍v妄●､

０

１

１
１

１
１

１

へ

養今

や▲
Ｉ

Ｅ

、

｡鐘
｡『

鋲 可
ー

葦戸《冠･鋤｡･篭二(榊穐、§､…．v
もd

Ｉ
ｌ
Ｌ
ｐ
６
Ⅱ
Ｉ
５
Ｉ
Ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｂ
Ｅ
ｒ
ｌ
Ｉ
ｂ
０
Ｂ
ｒ
Ｅ
■
ｌ
１
４
Ｌ
剤
口
１

鶏缶皇･JS

勺心'牛｡､､塁，
． 面

"

シ
《

〆演舞爪 ，参_か塾奄ジ

互一さ.－A._.L ___ _l 〃j←△Aﾑ今結



／

－

－

1

色

F

惚
胤
笹

■
q

！
磐
く
‐
・
鵬
訓
け

勇ろ
々

筑
さ象1

1

燃
峨
糾
側
か
買
う
ｖ
念
も
Ｉ
ｊ

ゐ
よ
皇

域 ＜
C

ヲ

く
ｈ
－
ｊ
Ｉ
〈
Ⅵ
胤
削
易
礪
１
Ｊ
仏
明
り
ざ
ｊ
↓
い
い
１

Ｎ

曇
十
唆
可
の
ｉ
し

PD

L

I

ろ

そ

西
君
《
。
■
勺
動
画
■

』
乙
鼻
醗
旬

｡

,1､
池，
批

II
竜

＝

７
戯
さ

ｌ

を
労
り
Ａ
Ｔ

梱
州
卯
Ｉ
Ｌ
Ｍ
‐
ｈ
Ｇ
７
～
１
う

ひ

Ｉ

、

セ
ゼ

、

菱｛瀦亨 ?

寺q F

6

1
F

、
ｂ
わ
啄
瑳
“
石
甦
戸

深
‐

』稀 ル□L

N L

伊

を
垂
１
ｓ
ユ
ａ
”
ｉ
２

ｕ
Ｌ
ワ
ｊ
肥
ゲ
！

４

H

h

渉
彫
Ｉ
の

』

の
勺
り
く
Ｊ
も
ふ
ざ
１
わ

I
L

1
4I ･1
j

I K １
１
１

１い、４
ｙ
即
ｉ
ザ
７
併
易
～
Ｉ

K』

U壷、
号

●

約
ll"

孵

|’

1

I

、
I

｡、
4

1

、
ノ
ロ
医
Ｌ
膜
ｒ
ｌ 』〕、

'、 ＠

夢

L

■

Ｌ
ｊ
ｊ
■
■
凸
■
■
■
■
■
■
ワ

ク
ヵ |’

ｄ
ｊ
ｊ
■
可

ユ
f"

■鳳■鳳周■■■■■■■FL _
V
L
一一

マー
一＝

一

一二－ －－－

一一一



！｡

＄

．
↑
‐
ｉ
恥
ぺ
ゆ
可
１
１
４
や
Ｉ
紐
り
い

１
１
１
冊
”
炉
ム
リ
、
Ｊ
い
れ
１
１
．
ノ
、
Ⅲ

罪
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
叱
凪
幸
・
冬
一
ｊ
Ｄ
恥
》
よ
ｊ
一

坐
今
ｌ
ｈ
ｒ
ら
，
ｌ
ｈ
畦
げ
ぜ
馴
〆
〃
亀
帥
１
１
‐
’
１
１
、
‐

姉
か
１
余
を
芯
く
む

狩曇
わ

き（
鹿

壼
、 可

、 』．
、 I

瑳
乏
。

γ
肱
川
ｖ
マ
ヲ
●
１
４
Ｊ

凸
》

、
１
７

～

ず
ｆ
寿
／
４
乃
聡
聡
ｒ
９
ム
ソ
ッ
軋
み
篭
尋
１

勺

Ｙ
小
，
人
滋
欝

函
懇
一
一
一
一
一
一
帳
‐
ｊ
巳
、
』
勘
画
、
及
一
《
一
一
”
ｒ
、
■
四
Ｆ
Ｕ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

１
》

ぴ
＆
７
少
乃
デ
ー
ｉ
り
ふ
遵
川

、

愈
約
の
０
危
小
Ｖ
Ｉ
γ
、
、
為
繩
呼
島
冊

ヤ

職
の
鰊
聯
』

、

マ
ｋ

0

ｌ
垂
詞
〆
一
毛
浬
勺
や
宙
０

八
ノ
か
Ｉ
柵
の
蕗
了
あ
り
人

蚕
⑦
准
机
、
ご
雪
も
３
，
‐

可

一
味
唯
唖
》
．
“
罰
／
●
小
雪
マ
』
一
ｂ
１
１

代
ｌ
ｉ
川
上
ｒ
－
”
８

１
１

」
罰
●
、
二
毒
》
〃
’
，
、
，
嫁
わ
。
赴
五
腰
、
ザ
、
ｃ
９
１
ｐ
Ｌ
ｑ
ｌ
Ｉ
■
Ｈ
ｑ
６

〃

ｊ

職
を
人
、
竃
夛
‐
．
↑
？
孔

乃

お
〃
の

ｊ
Ｉ
Ｉ
８
ｑ
６

●

き
参
劃
ぞ
、
人

、

Ｉ
脾
■
■
■
ｂ

ｒ

日

P

L

、

■

、
１
３
じ
ふ
Ａ
ノ
ー

夕

△
、
、

「

【

三

》

恋
や
や
〃
Ａ
震
凌
州
曙
囎
糸

令
朏
か
〃
ｔ
、
を
関
叔
州
呼

４
像
う
糊

､

録
そ
“

ノ

’裂
逢
墨

ユ
ql

』

！

L
一

－
１

＝

－ ‐詔

一一＝



､
0

。

９
１

9 、

FD ｡P凸

q

了 零
＆
か

瀞
ろ
Ｉ

卓
君
医
。
〃
．
Ｑ
一
画
■
▽

糸
総
威
浄
斗
２
吋
鋒
噺
小
鮫
ろ

'。 心

､ノ

０
．
戎
型
と
Ⅷ

Ｉ

内

４
，
グ
い

篭

､

3
ｰ

９
邸
今
ｔ
／
、
１
肺

赤
の
も

つ

い
》
み
、
６
１
、
〃
″

を■

鯵 を
鴫 腱

迄を
〃

ゑ

■

垂
Ｊ
１
４
Ｌ
司

旬
ロ
Ｉ

､、

ｌ

“
ご
酉
醒
憂
ｎ
よ
Ⅱ
ｌ
可
、
‐
」
‐
‐

塩

ｊ
凸
■
■
■
可
■

画

訂

| 、

季
I”

LL

I I

』

Ｌ
■
日
■
■
ｈ
■
■

心
晩
呼
和
に
ｚ
“
『
Ｉ

L

ll

ｑ

ｌ
ｌ
ｌ
Ｂ

ｌ
ｌ
且
■
１

I

＝、
L』

l l
1

4

零
1

、

〃
“
争
与
″
囮
、
、
己
。
、
△
〃

1I"
q

l』 ク

q

、

●
御
？
１
Ｊ
葬
袋

０

を
ｖ
ｊ
驚
卿
、

し、

卜

逗
出

IQ

d l

l

Ｉ鯵
峰
迄

I

1の
べ ，

ａ
夕

茜
瓢

’

今－－卜
一.一‘■ー

口

－＝ 一一
ー－

－一

- --一
一



4'=RF1 1＝
1

4
L

L
一

一詞 －』

d= コー
ケ

ーー｣leぐ箪'､ﾉN鼻

今～"ムノ．擢や起兵㈹ぺ▽列_△ 一■声
『

〆

控･圭．．_一一， 、
ー

丑一

－

一

'1蚕､ご〆 ■ 一
戸

－

、勺匡ヨーー ~
ン一 口 戸

宗
一〆

一

一

’ 侭 マ ー

ョー、岸一
守 一コ

▲$一隼"､聖ども←きぎ
I

《
、
一
・
垣
、
一
織
一

燦
《

か

軍
一

ら

呼

雪
《
へ龍

齪
↑
少

一
一

一
一

皇
今

〆
へ這

一

句

》

〆
《一

凄
〆

一
剛
。

二
Ｇ
Ｖ
Ｇ

○

一
一
余〃

グ

漢
△
戸

ｒ

1

堅
可

_」

一

’
’
－
１
１
１
‐
‘
●
１
‐
Ｉ
●
‘
１
１
●
１
１
１
‐
１
１
１
１
‐
！
‐
‐
．

○

一

１
ｈ
■
■
Ｐ
■
‐

竜一－
－

÷鈍-ﾏS,三身･騨夢ご蛾きぐ､ｼ､卿ﾐ<貧＆≦笙買--蓋轍畢，建婁･諒

含. _縄一畠曙雲･垂ご鍔-く≦測一,一之』二金.魯輸這恕
籍妻≦やる fぐ、-ノ

孔告今之謹食客､峯全g-G参農奴 曇、三

茶ムダ－塁鼻9､〆乃7締一＜満つ画ミコ
具

､談を一妄､ﾉｰ傘叡､息』琴や
輔都

ザ

沙ﾛｰ参＜、華ｼﾏﾐﾘ
識一皇全些

』今純少/一寺も-や､ミーニ判謬一､･全』､ど己
’

｡

くぎ←～堂生野幸pj ゞ、
⑧

_室囲

’ ●

曇匡埼ｻ画毒渇 一勺〆

Ⅶ.､DE-¥､h､ r，凸唾一‘



－－

ツ一一 ｰ一 －－

－

充‘

一 一 一

一 ■■■■■■■■■－－‐‐ ＝
ｰ

Ｎ

篭
恥
ｆ
２
Ｗ
Ｙ
ｔ
あ
ふ
心
仰
山
Ｗ
掛
り
ろ
１
４

q、！
心

を
う
わ
る

癖
を
？
夢
さ
鉾
野
上
４
９
上
段
可

砲

わ
し

凸

Ⅶ
品
７
止
咽
か
瞼
１
１
１
１

４

』
ー

莚 ザ
伽
獅
禰
の
、
胸
他
士
で
い

f向

Iｳ、 、
“
噸
釧
一
一
一
両
『
虹
翠
．
到
暫
も
。
『

十
画
回
る
ｈ
Ｙ
ｗ
必
１
私
弥
‐
１
州
‐
‐
、

可
＆
肋
ソ
了
ｐ
』
乃
夛
亭
Ｊ
１
、

「

鈎
一

ふ
お
～
睦
見

雪 ＃
Ｉ

劇 、 仏
珊
〃
肌
１
９
〃
し
む

色↑
」
鳥
。
，

ユ
ー

可
ｉ
Ｕ
＆
Ｉ
ｔ
Ｊ
Ｌ
函
却
々
ｊ
巴
彗
『
‐
、

や
継
僻
４

且 ､逆
毎
凶
Ｌ

【奇、１
口
夢
鎮

I Ａ
７
４
世

Ｌ
、凡

囲
０
ワ

ゞ
玖
侭
為
）

の０
６

畝

Ｌ
Ｌ
ｂ

■
口
ｒ
い
■
、
旬
、
■
■
ｂ
■

Ｉ

吟

と ‐

々

I弘1

L h

，1
1

W

口

’Ｐ
Ｉ １

１

｡

７
１
１
１
１
４
ｌ

』 ■I■

凶

似
‐
‐
．
］

、

ハ
小
“
、
幅
、
Ｉ
馬
ｌ
ｑ
ｕ
Ｊ
ｈ
１
ｊ
ｌ

砿

△
の
〆
４

－

１

４

槌
准
ｖ
（

心

罷
を
〃
～
寿
元
１

Ｅｊ
ｌ
ｈ
Ｉ

Ｐ
姑
，
Ｌ
叩
。
Ｉ
■
「
４
ｌ
ｌ
ｊ
Ｏ
■
■
１

卜

0

嵐

、

Ｌ
１

Ｊ
・
彌
鯉

ｌ
陶
僅
里
，
｝ 、

」

A

II

一

‐
‐
し
』
ロ
ロ
ｒ
』
》
ｒ
砂
．
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
。
■
■
■
■
日

クハ陰‘

側‘&
篭

山

口

lけ’" 1b

々、 、鋤（

可”
可）

9

、一
心

ロ 血ら

や琴

鷺、

ブ
1

F

I,

灸塔｜・
慨

毒島

一一
FI■一

ー‐ ‐ ‐一｡一些一

一



一 画

苧

1 二

や 0

御
●
一
一
’
・
』
，
〃
凸
面
ｗ
け

１
ゑ
お
諺
き
ふ
喜
挑
γ
、
他
の
継
拷

●

ご
寡
も
影
ら
到
裟
〕

診
さ
ｆ
為
也

壱 色

と
い
Ｂ

ｌ
Ｌ
佛
桃
池
を
立
砺
し
る

匠

1り
げ

“
■
到
睡

ヤ

の園
Ｑ
■
■
ウ

■
凸
■
Ⅱ
１
日
″
Ｉ
、
１
１
１

や

ｌ

ｐ
Ｌ
巫
旬診

伽
９
や
１
個

卓

、
ｐ
恥

、
小
八

〃、－W

、側
へ

心》

b
ｰ

し

－

つ

P
峰
ム
揃
腿
虫
惣

今
沙
”
６
Ｊ

を乃
ｆ
穆
也

よ
《
リ
ム
座
小
町

可
、
〃 零

｡

I｡

I
､

■
■
■
、

や
る

側
Ⅷ
柵
ｊ
ｌ
股
１

fD
L

、
、

才
』

1

1

瀞 |I
退
や
一

１
ｋ

足

■

０

１

ｈ

ｊ

Ｐ
可
ｄ
■
８
Ｏ

Ｌ

4
ェ
↓
蝿
０
’
し

卜

、

L
q

』
▼

且

ノ

左
７
セp

目

宙 、 、

（ く
3
も

ぺ･，

ム
胆
賊
伽
脚
し
と

》

、

q

竜
匂
い
が
９

．

一
ｂ
伽
嘱
秒

1

1随

-L
ー ー
ー－

一 ー

－－一一一一

一■d■

色 一一
奇



一

弓

へ刃 I

②

マ

レ
、
■
Ｂ
■
■
日
日
Ｅ

ｒ

ひ
乳
久
ゆ
、ワ

ｌ

■
山
田
■
■
■
■

■
■
■
■
■
”
■
■
■
■
■
厘
匡
■
Ｅ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
刃
呂
１
１
１
冊
Ⅸ
Ｍ
１
叩
ｉ

】
且
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｈ
４
ｌ
ｌ
ｌ
白
０
１
０
１
１
－
■
■
■
．
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｉ

Ｉ

夕
』
■
軍
二
面
画
》
、
』
Ｐ
』
ｐ
Ｌ
ｐ
Ｐ

一
階

｛
z､， 旦

毒
瞬
竺

●

0

八
“
ｙ
舟
ソ
崖
少
仙
側
仙
舎
仙
、
‐
、
＃
、

､■

梱
1－

r

O

■豆』

§

、
私
心１１

℃

仁
乞
ｊ
ｊ
ｊ
日
日
■
■
■
ｑ
壷
．
暫
く
、
、
。
、
型
Ⅱ
、
。
こ
■
Ｂ
Ｕ
Ｉ
ｑ

ｌ

q

、一
添
圃
‘
《
，
ｆ
日
日
、
″
皇
夕
α
、
庵
づ

■

日

'）

1、
１
、

■

Ｉ

可
■
■
■
■
９ l

L

■

１
１

可

P

1p
L

I
１

１

１

１ L

I
■

可

' I

1

’

一
一
一

一
一
一

■ ‐二一--..111'01
＝■ =一一一



庫.

１
１

－

ノ

い

り
写
一
宇
タ
グ
名
，
参

を恥
州
憾
Ｉ
お
ｆ
Ｍ

q

守

一一

■一一

一
ー

■

希、＃
〃

砥

；
・
↑

…
、 群

再
§

、

鳥
、

》
ｒ
』
Ｉ
ｌ
Ｈ
０

｜
可

耳

ロ
、

匠

I
”
詞

ｰ

P、

I

8

ぎ
ん
＃
〃
Ｉ
も
礼

■
一

■
。

1

池‘， 里
一

一
、
ゑ
り
あ
略

。
、
〆
泌
室
．
Ｊ
払
い

Ｐ

◆
『

旬8

r

也
| ‘，

職汐'I

」

･惇

ゼ
ィ
ノ

J

莞 。
一
品
田
口
厚
ｒの

蹄
Ⅱ

値 I
篭
く
り

鄭
充

１

１
１

』
ノ
、
、
雀
１
聯
今

準

、
小
詮
響
彗
葬
ふ
り

価

塊〕’ 0

｡

今

△
I

|,’

ゆ
１
を

、

r

ジ
が

ず
p

一膳

鎖
凱
＃

－
９

１

１

劣鯵〃、､
〃

｝
》
“
一
睡
ロ
画
〆

dD

■
一Lー一

〒－－－
一

＝二 -一



ー一.ー~

ア
ー

、

少

萱÷竃

柵多
ユ

グ、
し

p

単

し

､

力

I

１
１

、
謎

々

勺

ノ０
Ｆ
《
”
蛎
勺
ｊ
ｌ
ｌ
、
風
〆

■

り

４
脚
脚
帥
ｏ
ザ
糀
附
》
小
Ⅱ
１
１
仏
１
１

０
３
Ｊ
鴨
川
卿
ｗ
ｌ
Ａ
ｖ
ｈ
ｖ
ｉ
咋
上
１
１
余
暇
ｌ
１
０
ｉ
ハ
リ
逐
川
Ｗ
Ⅷ
１
１
０
ｕ
毎
１
ｆ
〃
帆
、
叩
ｊ
ｉ
ｖ
則
＃
『
ｊ

ｘ
ハ
イ
腰
§
、
‐

栂

γ

侭
斑
蝿
脚
〃
を
硬
傑
施
糎
眺
附
ｉ
１
伽
椰
４
。
マ
ー
！
釣
馳
沙
ふ

今
ら

墨
寸

勤
慰

上
い
み
〆
聡
景
迩
乞
～
４
Ｚ
准
臓
＆

乳
呼
ノ
ヰ
γ
》
。

割
伊
、
猟
川
ル
バ
７
恥
｝
仙
削
Ⅷ
ｊ
〃
ハ
ゾ
州
仏
Ⅳ
Ｌ
～
″
砺
奄
。

‐
‐
響
″
毒
姻
咳
，
“
丘
岬
岬
函
。
箸
、
句

＃
噛
階
陛
騨
川
Ｉ
Ｊ
ｈ
強
冶
鶴
謝

違

ｊ
Ｒ
桶
ａ

か
”
仙
坪
ｉ
ｉ
５

｛

《
吟
”
●
○
画
，
，
’
、
〃
唾
』
”
叫
令
、
》
郵
，
，
、
０
〃
、
》
、
、

‘
’
淳
年
函
郵
恥
の
』
ｊ
’
『
″
Ｑ
も
勺
壷
魂
“
八
鵬
‐
Ｏ
Ｈ

Ｑ
、

１
剣

も
Ｖ
‐

。
□
■
０
１
１
４
■
■
■
■
■
■
ロ
司

伽
囎
判
レ
Ⅳ
小
一
値
，
．
§

災
ハ
の
噸
蝿
４
緬
殉
ｉ
’
ん
０
、
－

一
一
一
一
一
一
”
唖
”
華
畢
羽
一
睡
四
一
８
０
７
凸
■
■
■
ｖ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
卜
砺
。
、
、
■
咽
ｆ
１
Ｉ
、

の
ｆ
を

》
－
１
”
‐
く
、
１

Ｊ
～
〃
い
『
熱
嘩
。
、
Ｌ
〃
０
’
１
Ｕ

ｊ
ｌ
８
１
■

『
１
１
■
■
■
■
■

１

１

みV種 瀞
；
１
Ｌ
推
撫
ｉ
瞳
く
仏
７
１
Ｖ
今
／
し
ム
ッ
鼠
呼
？
‐
‐
ソ
菰
歴
巡
！
Ⅶ

§

■
恥
』
ヌ
Ｊ
Ｊ
Ｅ
緬

呼
、
〃
Ｌ
歴
劇
肺
‐
誠
か
刀
加
別
Ｍ
１

垂
呼
勿
仙
怖
州
う
妙
謬
了
ん
２
侭

○

春
Ｕ
“
』
呼
瞬
恥
蛎
唖
雫
ト
ー
恥
‐
“
晦
鯵
↓
》
塾
、
動
●
ｌ
９
８
６
８
８
ｒ

11
１
１
１
１

て
ｊ
ｚ
抄
化
の
峨
仙 ＃

毛、

！ ＃
協
側
Ｎ
１
§
、
ｊ
鮫
川
妙
捌
淵
１
Ｊ
γ
”
帆
岬
へ
。
〃
が
句
’
ハ
ム
ツ

ー

Ｉ

△
一
一
口
唾
睡
画
▲
・
０
１

１
１

１

Ⅱ
口
司
０
４
屯
ｒ
ｊ
ｌ
ｂ
Ｐ

ｑ
ｌ

■
■
■
マ
０
１
１
■
Ｉ
ら

池
畔
４
３
妙
排
剛
戟

色
（

曇
’

易
？
ｙ
吟
、
仏

ア
・
隠
雪
／
坐
脳
ム
ハ
や
‐
１
，
、
§
、

ｕ
唾
、
可
も

ｖ
＃
協
川
り
た
轡

が
Ｌ
ｊ
暢
毛
ｆ
零・

一 －

ノ

L

ｊ

■
■
一

４
冬
．

1

11‘
1

、

P

b 』

Ｉ”皿
皿
哩
百
１
・
面
マ

ー

画
刷
脚
癖
＃
’
準
睦
痘
竃
鳳

Ｐ

ｆ
ｆ
Ｐ
ｊ
』

を了

■－－－－、－－ －－≦塗＝ －～←－－－－－ －－‐

q二
－－－

－－



L
L
L

卜

、
－－口■■

～
＝

F

q

８』 ／
ミ

。②

両 Ｐ』

タ
ゲ

B

ロ

ヨ

可
、

『

Ｐ

心

０

I

0

p
再

b

』

」

Ｉ

■

P
■

L

､

一

ｄ
・
し

■

－ ．．－．．－.一・一ー.･･一-一一一一一一ロ■_..． ■ 蕊



’


